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この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物

質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するリール式乗用芝刈り機で
あり、そのような業務に従事するプロのオペレータが運
転操作することを前提として製造されています。この製
品は、集約的で高度な管理を受けているゴルフ場や
公園、スポーツフィールド、商用目的で使用される芝
生に対する刈り込み管理を行うことを主たる目的とし
て製造されております。本機は、雑草地や道路わき
の草刈り、農業用地における刈り取りなどを目的とし
た機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

重重重要要要 こここののの機機機械械械ににに本本本来来来ののの性性性能能能ををを発発発揮揮揮さささせせせ安安安全全全にににおおお使使使いいい
いいいたたただだだくくくたたためめめににに、、、こここのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルににに記記記載載載
ささされれれててていいいるるる内内内容容容ををを十十十分分分にににごごご理理理解解解いいいたたただだだくくくここことととががが必必必要要要ででで
すすす。。。適適適切切切ななな講講講習習習ををを受受受けけけなななかかかっっったたたりりり、、、正正正しししいいい操操操作作作方方方法法法ををを
守守守らららなななかかかっっったたたりりりすすするるるととと、、、けけけがががをををすすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
安安安全全全ななな運運運転転転操操操作作作ややや安安安全全全確確確保保保のののたたためめめのののヒヒヒンンントトトなななどどどにににつつついいい
ててて、、、よよよりりり詳詳詳しししいいい情情情報報報はははこここちちちらららへへへwww.Toro.com。。。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で安全講習や運転
講習の狩猟、アクセサリ情報の閲覧、代理店につい

ての情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分からな
いことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサービス
におたずねください。お問い合わせの際には、必ず製
品のモデル番号とシリアル番号をお知らせください。図
1は、モデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の取り
付け位置機械の右前フレーム部材を示します。いまの
うちに番号をメモしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は、EN ISO 5395:2013 規格およびANSI
B71.4-2017 規格に適合しています。ただしEN規格に
適合するためには所定のステッカーの貼付が必要と
なります。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。重大な人身事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してください

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 排出口の近くに手足などを近づけないでください。
周囲の人や動物を十分に遠ざけてください。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• 整備、燃料補給、詰まりの解除作業などを行う前
には、必ずエンジンを停止させてください。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識のついている遵守事項は必ずお守
りください 「注意」、「警告」、および「危険」 の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。

このオペレーターズマニュアルの他の場所に書かれて
いる注意事項も必ずお守りください。

エエエンンンジジジンンンかかからららののの排排排気気気ににに関関関わわわるるる
認認認証証証
この機械に搭載されているエンジンは、EPA Tier 4
Final および EU Stage 3b 規制に適合しています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal117-4763

117-4763

1. 駐車ブレーキの掛け方左
右のペダルをピンでつな
ぐ 駐車ブレーキペダルを踏
み込んで、つま先ペダル
を掛ける。

2. 駐車ブレーキの解除のし
方 ロックピンを外し、ペダ
ルを踏んで解除する。

decal93-6680

93-6680

decal93-6686

93-6686

1. 油圧作動液

2. オペレーターズマニュアルを読むこと。
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decal117-4765

117-4765

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 始動補助剤の使用禁止

decal117-4766

117-4766

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかない
こと。

decal117-2718

117-2718

decal106-6755

106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

decal98-4387

98-4387

1. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

decal93-6688

93-6688

1. 警告整備作業を始める前
に、オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

2. 手足や指の切断の危険 エ
ンジンを止め、各部が完全
に停止するまで待つこと。

decal110-9642

110-9642

1. 負荷が掛かっている危険 オペレーターズマニュアル を読
むこと

2. ロッドブラケットに一番近い穴にコッターピンを移し、昇降
アームとヨークをを外す
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decal125-8754

125–8754

1. ヘッドライト 6. 低速

2. 入 7. カッティングユニットを下降
させる。

3. PTO 8. カッティングユニット上昇.
4. 切 9. オペレーターズマニュアル

を読むこと。

5. 高速

decal121-3887

121-3887

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

decal121-3884

121-3884

1. エンジン 停止 3. エンジン 始動

2. エンジン予熱

decal112-5019

112-5019

decal93-6681

93-6681

1. 切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかないこと。

decal106-6754

106-6754

1. 警告高温部に触れないこと。

2. ファンによる手足切断危険、およびベルトによる巻き込まれ
の危険可動部に近づかないこと。
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decal125-4605

125–4605

1. 電動シート, 10A 6. 供給電流, 10A
2. 作業ランプ, 10A 7. コントローラ, 2A
3. エンジン, 10A 8. 供給電流, 7.5A
4. ライター, 10A 9. コントローラ, 2A
5. インフォセンター, 2A 10. エンジン予熱, 60A

decal120-1670

120-1670

1. トラクションユニットの速度 3. 高速

2. 低速

decal130-1651

130-1651

1. 整備の詳細については オペレーターズマニュアル を読む
こと。
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decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります。

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと。 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal120-1683

120-1683

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと 必ず講習を受け
てから運転すること。

4. 警告斜面に駐車しないこと平らな場所で、駐車ブレーキを掛
け、カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止させ、マ
シンから離れる場合にはキーを抜き取ること。

2. 警告 このマシンの牽引を行う前に、オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

5. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

3. 転倒の危険 旋回する時は速度を落とすこと高速でターンしない
こと下り坂ではカッティングユニットを下降させることROPS横
転保護バーとシートベルトを使うこと。

6. ベルトに巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。
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decal120-1686

120-1686
(CE 基準に適合させる場合に P/N 120-1683 の上から貼り付ける)

注注注 この機械は、業界で推奨される最大傾斜角度を用いた前後方向および左右方向の標準安定試験に合格しており、使用を認められる法
面の最大角度がデカルに記載されています。この機械を運転する人それぞれが、斜面で運転する場合の注意点や、その場合の天候条
件、場所の条件などについて、また、この機械を使用できるかどうかを判断する方法について、必ずオペレーターズマニュアルで確認する
ことが重要です。どんなマシンであれ、斜面上の地表条件が変われば運転条件が変わります。

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと 必ず講習を受け
てから運転すること。

4. 警告斜面に駐車しないこと平らな場所で、駐車ブレーキを掛
け、カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止させ、マ
シンから離れる場合にはキーを抜き取ること。

2. 警告 このマシンの牽引を行う前に、オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

5. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

3. 転倒の危険高速度での旋回しないこと傾斜が 16 度を超える
法面を上ったり下ったりしないこと。傾斜が 22 度を超える法
面を横方向に走行しないこと法面を下るときにはカッティング
ユニットを降下させておくことROPS横転保護バーとシートベ
ルトを使用すること。

6. ベルトに巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – サポートローラを調整します.

2 警告表示ステッカー 1 CE諸国用の警告ステッカーに貼り代え
ます。

フードロックブラケット 1
リベット 2
ねじ (¼ x 2" ) 1
平ワッシャ ¼" 2

3
ロックナット¼" 1

CE規格適合用フードロックを取り付けま
す.

前ホースガイド右 14 前ホースガイド左 1 カッティングユニットを取り付ける。

5 必要なパーツはありません。 – ターフ補正スプリングを調整します。

6 カッティングユニットのキックスタンド 1 カッティングユニットにキックスタンドを
取り付けます。

7 必要なパーツはありません。 – マシンのグリスアップを行ってください。

8 必要なパーツはありません。 – 後アクスルオイル、油圧オイル、エンジ
ンオイルの量を点検します。

9 ゲージバー 1 ゲージバーは刈高の調整に使用します。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 運転をする前にマニュアルを読んでください。

エンジンマニュアル 1 エンジンを初めて始動する前にマニュアルを読んでください。

規格適合認定書 1 欧州規格CE適合証明書です。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。
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1
サササポポポーーートトトロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

トラクションユニットに取り付けるカッティングユニッ
トの刈り幅に合わせて、サポートローラを以下のよう
に調整する

平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを
停止し、キーを抜き取る。

• 27" のカッティングユニットの場合、サポートアセン
ブリのチャネルの上穴にローラを取り付ける図 3。

• 32" のカッティングユニットの場合、サポートアセン
ブリのチャネルの下穴にローラを取り付ける図 3。

g019541

図図図 3

1. サポートアセンブリのチャ
ネル材

3. 32" のカッティングユニット
にはこの穴を使用.

2. 27" のカッティングユニット
にはこの穴を使用.

2
CE諸諸諸国国国用用用ののの警警警告告告ススステテテッッッカカカーーーににに
貼貼貼りりり代代代えええままますすす。。。

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告表示ステッカー

手手手順順順

CE 基準に適合させる必要がある場合には、警告ス
テッカーP/N 120-1686を、P/N 120-1683 の上から
貼り付けます。

3
CE 規規規格格格ににに適適適合合合さささせせせるるるたたためめめににに
フフフーーードドドにににロロロッッックククををを取取取りりり付付付けけけままま
すすす。。。

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 フードロックブラケット

2 リベット

1 ねじ (¼ x 2" )

2 平ワッシャ ¼"

1 ロックナット¼"

手手手順順順
1. フードラッチブラケットからフードラッチを外す図 4。
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g200373

図図図 4

1. フードのラッチ

2. フードラッチブラケットをフードに固定しているリ
ベット2本を外す図 5。

g012628

図図図 5

1. フードラッチブラケット 2. リベット

3. フードからフードラッチブラケットを外す。

4. CEロックブラケットとフードラッチブラケットの穴を
整列させてフードにセットする。

注注注 ロックブラケットをフードに当てて取り付ける
図 5。
ロックブラケットアームからボルトナットアセンブリ
を外してしまわないこと。

g012629

図図図 6

1. CE 用ロックブラケット 2. ボルトナットアセンブリ

5. フードの内側にある穴に、ワッシャを整列させる。

6. ブラケットとワッシャをフードにリベットで固定す
る図 6。

7. フードラッチブラケットにフックをかける図 7。

g012630

図図図 7

1. フードラッチ

8. フードロックブラケットのもう一つのアームにボルト
を差し込んでラッチをロックする図 8。

g012631

図図図 8

1. ボルト 3. フードロックブラケットの
アーム

2. ナット
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9. ボルトをしっかりと締め付けるが、ナットは締め
付けない。

4
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 前ホースガイド右

1 前ホースガイド左

手手手順順順
1. 出荷用ブラケットからリールモータを取り出す。

2. 出荷用ブラケットを外して廃棄する。

3. カッティングユニットをカートンから取り出す。

4. 同梱されているカッティングユニット用オペレー
ターズマニュアルに従って、希望の設定に組み立
て、調整を行う。

5. カウンタウェイト(図 9) を、決められている側に
取り付けるカッティングユニットのオペレーター
ズマニュアルを参照。

g003320

図図図 9

1. カウンタウェイト

6. どのカッティングユニットも、カッティングユニット
の右側にターフ補正スプリングを取り付けて出荷
している。ターフ補正スプリングは、リール駆動
用モータを取り付ける側に取り付ける必要があ

る。以下の要領で、ターフ補正スプリングの位
置換えを行う

A. カッティングユニットのタブにロッドブラケット
を固定しているキャリッジボルト2本を外す
図 10。

g003949

図図図 10

1. ターフ補正スプリング 3. スプリングチューブ

2. ロッドブラケット

B. スプリングチューブのボルトをキャリアフレー
ムのタブに固定しているフランジナット図
10を外す。

C. アセンブリを取り外す。

D. スプリングチューブのボルトを、反対側の
キャリアフレームのタブに取り付け、フラン
ジナットで固定する。

注注注 ボルトは、図 11に示すように、頭部が外
側にくるように取り付ける。

g003967

図図図 11

1. 反対側のキャリアフレーム
タブ

2. ロッドブラケット

E. カッティングユニットのタブにロッドブラケット
を取り付け、キャリッジボルト2本とナットで固
定する図 11。ロッドブラケットの再取り付け
を行うときに、カッティングユニットのタブの
前に、左ホースガイドを取り付ける図 13。

重重重要要要 4番番番左左左前前前カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトととと、、、5番番番右右右
前前前カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトでででははは、、、ロロロッッッドドドブブブラララケケケッッットトト
取取取りりり付付付けけけナナナッッットトトををを使使使っっっててて、、、各各各ユユユニニニッッットトトのののタタタブブブののの
前前前にににホホホーーースススガガガイイイドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。ホホホーーースススガガガイイイ
ドドドははは、、、中中中央央央カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトににに向向向かかかっっっててて傾傾傾
斜斜斜すすするるるのののががが正正正しししいいい図図図 12-図図図 14。。。
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g031275

図図図 12

1. 1番カッティングユニット 5. 5番カッティングユニット

2. 2番カッティングユニット 6. リールモータ

3. 3番カッティングユニット 7. ウェイト

4. 4番カッティングユニット

g015160

図図図 13

1. ホースガイド図は左用 3. ナット

2. ロッドブラケット

g019602

図図図 14

1. ホースガイドは、それぞれ中央カッティングユニットに向かって傾斜するのが正しい。

注注注 カッティングユニットをトラクションユニット
に取り付ける時には、ロッドブラケットの隣
にあるスプリングロッド穴にヘアピンコッター
を、忘れずに取り付けてください。トラクショ
ンユニットを外している時は、必ずヘアピン
コッターをロッドの端の穴に差し込んでおい
てください。

7. 後ろのカッティングユニット2番と3番のキャリアフ
レームから、ピボットスペーサ、六角ソケットね
じ、およびフランジロックナット各2図 15を取り外
すことにより、これらのカッティングユニットの首
振り追従性能を向上させることができます図 12。
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g033150

図図図 15

1. 六角ソケットねじ 3. キャリアフレーム

2. ピボットスペーサ 4. フランジロックナット

8. 全部の昇降アームを完全に下降させる。

9. キャリアフレームのシャフトにきれいなグリスを
塗る図 16。

g015976

図図図 16

1. 昇降アームのピボットヨーク 4. キャリアフレームのシャフト

2. 昇降アーム 5. スラストワッシャ

3. クリックピン

10. フロントに取り付けるカッティングユニットは、昇
降アームの下に入れるときにキャリアフレームの
シャフトを昇降アームのピボットヨークに挿入する
図 16。スラストワッシャがキャリアフレームのシャ
フトの所定位置にあることを確認すること。

11. クリックピンを使って、キャリアフレームシャフトを
昇降アームのヨークに固定する図 16。

12. カッティングユニットが首振りしないように固定する
には、スナッパピンを使ってピボットヨークをキャ
リアフレームに固定します図 17。

g015977

図図図 17

1. スナッパピン

注注注 法法法面面面でででははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを固固固定定定すすするるる
ここことととをををおおお奨奨奨めめめしししままますすす。。。

13. 刈高が 19 mm を超える場合、後カッティングユ
ニットは以下の手順で調整する。

A. 昇降アームのピボットシャフトを昇降アーム
に固定しているリンチピンとワッシャを外し、
昇降アームからピボットシャフトを抜き出す
図 18。

g003979

図図図 18

1. 昇降アームのピボットシャフトのリンチピンとワッシャ

B. 昇降アームのヨークをキャリアフレームのシャ
フトに通す 図 16。

C. 昇降アームのシャフトを昇降アームに通し
て、ワッシャとリンチピンで固定する 図 18。

14. スナッパピンで、昇降アームのチェーンをチェー
ンブラケットに固定する 図 19。
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注注注 カッティングユニットのオペレーターズマニュア
ルに従って、決められたリンクを使用すること。

g003948

図図図 19

1. 昇降アームのチェーン 3. スナッパピン

2. チェーンブラケット

15. リールモータのスプラインシャフトにきれいなグリ
スを塗りつける。

16. リールモータのOリングにオイルを塗りつけ、モー
タのフランジに取り付ける。

17. モータを手に持ち、右回りにひねってモータのフラ
ンジをボルトから逃がしながら、キャップスクリュ
にモータをセットする(図 20)。

g004127

図図図 20

1. リール駆動モータ 2. 取り付けボルト

18. モータを左回りにひねってボルトにフランジをしっ
かりと掛け、ボルトを締めてモータを固定する。

重重重要要要 リリリーーールルルモモモーーータタタののの各各各ホホホーーースススにににねねねじじじれれれ、、、折折折れれれ、、、
挟挟挟まままれれれなななどどどがががななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

5
タタターーーフフフ補補補正正正スススプププリリリンンングググををを調調調整整整
すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ターフ補正スプリング図 21は、カッティングユニットの
前から後ろへの「体重移動」を行う働きがあります。
これにより、マーセリングやボビングと呼ばれる「波
打ったような」仕上がりを防いでいます。

重重重要要要 こここののの調調調整整整ははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトをををトトトラララクククタタタににに
取取取りりり付付付けけけ、、、ユユユニニニッッットトトををを真真真っっっ直直直ぐぐぐ前前前ににに向向向けけけててて床床床ににに降降降ろろろししし
たたた状状状態態態ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. スプリングロッドの後穴にヘアピンコッターを忘れ
ずに取り付けてください図 21。

注注注 カッティングユニットの整備を行う場合には、
ヘアピンコッターを、ターフ補正スプリングの隣に
あるスプリングロッドの穴に移してください。

g003863

図図図 21

1. ターフ補正スプリング 3. スプリングロッド

2. ヘアピンコッター 4. 六角ナット

2. スプリングロッド前部の6角ナットを締めて、スプリ
ング圧縮状態の長さが159 mm になるようにす
る図 21を参照。

注注注アップダウンの激しい場所で使用する時には、
スプリングの長さを 13 mmに調整してください。
地表追従性が若干下がります。

注注注 刈高や刈り込みの強さを変更した場合には、
ターフ補正スプリングの設定の確認、調整が必
要になります。
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6
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののキキキッッックククススス
タタタンンンドドドののの使使使いいい方方方

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 カッティングユニットのキックスタンド

手手手順順順

ベッドナイフやリールを見るためにカッティングユニット
を立てる場合には、ベッドバー調整ねじのナットが床面
に接触しないように、カッティングユニットの後ろ側につ
いているスタンドで支えてください図 22。

g003985

図図図 22

1. カッティングユニットのキックスタンド

スタンドを立てたら、スナッパピンでキックスタンドを
チェーンブラケットに固定します図 23。

g004144

図図図 23

1. チェーンブラケット 3. カッティングユニットのキッ
クスタンド

2. スナッパピン

7
グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

初めて運転する前にマシン全体のグリスアップを行って
ください。作業要領は潤滑 (ページ 48)ページに記載さ
れています。この作業を怠るとマシンに急激な磨耗が
発生しますから注意してください。
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8
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. エンジンを初めて作動させる前に、後アクスルオ

イルの量を点検する (ページ ) を参照。

2. エンジンを初めて作動させる前に、油圧オイルの
量を点検する (ページ ) を参照。

3. エンジンを初めて作動させる前に、エンジンオイ
ルの量を点検する (ページ ) を参照。

9
ゲゲゲーーージジジバババーーーををを使使使ううう

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ゲージバー

手手手順順順
ゲージバーは刈高の調整に使用します。調整方法の
詳細については、カッティングユニットのオペレーター
ズマニュアルを参照してください図 24。

g004552

図図図 24

1. ゲージバー 4. グルーマ搭載時にグルーマ
の刃先の高さ調整に使う穴

2. 高さ調整ねじ 5. 使用しない穴

3. ナット

製製製品品品ののの概概概要要要
各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル
2枚のペダル図 25により左右の車輪を独立で制御し、
旋回性能、駐車、斜面での走行性能を高めています。

ペペペダダダルルルロロロッッックククのののラララッッッチチチ
ペダルのロック用ラッチ図 25を使って2枚のペダルを
連結して駐車ブレーキを掛けます。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル
駐車ブレーキ図 25を掛けるには、ペダルロック用ラッ
チで2枚のペダルを連結し、右ブレーキペダルを踏み込
みながら、つま先ペダルを踏み込みます。ブレーキを
解除するには、駐車ブレーキラッチが解除される左右
どちらかのペダルを踏み込みます。

g015074

図図図 25

1. ブレーキペダル 4. 走行ペダル

2. ペダルロックのラッチ 5. チルト調整ペダル

3. 駐車ブレーキペダル

走走走行行行ペペペダダダルルル
走行ペダル(図 25)は前進走行と後退走行を制御しま
す。ペダル前部を踏み込むと前進、後部を踏み込む
と後退です。走行速度はペダルの踏み込み具合で調
整します。スロットルが FAST 位置にあり、負荷が掛
かっていない状態でペダルを一杯に踏み込むと最高速
度となります。

ペダルの踏み込みをやめると、ペダルは中央位置に戻
り、走行を停止します。

チチチルルルトトト調調調整整整ペペペダダダルルル
ハンドルを手前に寄せたい場合には、ペダル図 25を
踏みこみ、ステアリングタワーを手前に引き寄せ、ちょ
うど良い位置になったら、ペダルから足を離します。
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刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度リリリミミミッッッタタタ

刈り込み速度リミッタ図 26を上位置にセットすると、
事前にセットしてある刈り込み速度での走行になり、
カッティングユニットが回転できるようになります。刈
り込み速度の調整はスペーサで行い、スペーサ1枚
で、走行速度が約 0.8km/h 変化します。ボルトの上
側にセットするスペーサの数が多いほど、刈り込み速
度は遅くなります。移動走行を行う時は、刈り込み
速度リミッタを下位置に下げて解除すると全速力での
走行が可能になります。

スススピピピーーードドドリリリミミミッッットトトねねねじじじ

これらのねじ図 26を使ってペダルの前後への踏み込
み深さを制限し、前進速度や後退速度を制限するこ
とができます。

重重重要要要 こここれれれらららのののねねねじじじははは、、、ポポポンンンプププのののススストトトロロローーークククののの範範範囲囲囲内内内ででで
調調調整整整しししてててくくくだだださささいいい。。。ポポポンンンプププのののススストトトロロローーーククク限限限界界界ををを超超超えええてててペペペダダダ
ルルルををを踏踏踏みみみ込込込むむむととと、、、ポポポンンンプププををを破破破損損損すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

g015075

図図図 26

1. 後退速度制限ねじ 3. スペーサ

2. 前進速度制限ねじ 4. 刈り込み速度リミッタ

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト操操操作作作レレレバババーーー

リールが刈り込みモードになっているとき、この1本のレ
バー図 27で、カッティングユニットの昇降操作と回転開
始停止操作を制御します。 カッティングユニット昇降レ
バーが移動走行位置にセットされているときには、カッ
ティングユニットを下降させることができません。

キキキーーースススイイイッッッチチチ

キースイッチ図 27には3つの位置があります OFF、
ON/PREHEAT、STARTです。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーー

インフォセンターLCDディスプレイは、マシンの運転状
態、故障診断などの情報を表示します図 27。

PTO スススイイイッッッチチチ

PTOスイッチ図 27にはSTARTとSTOPの2つの位置があ
ります。PTOボタンを前に押し込むとカッティングユニッ
トのブレードが回転を開始します。PTO ボタンを戻すと
カッティングユニットのブレードが回転を停止します。

g021208

図図図 27

1. 昇降コントロールレバー 4. PTO スイッチ

2. キースイッチ 5. エンジン速度スイッチ

3. インフォセンター 6. ヘッドライトスイッチ

エエエンンンジジジンンン速速速度度度スススイイイッッッチチチ

エンジン速度スイッチ図 27は、2つのエンジン速度モー
ドを切り換えます。スイッチを軽くたたくと、エンジン速
度を100rpmずつ増加または減少させることができま
す。スイッチの端を長押しすると、エンジン速度は自動
的にハイアイドルまたはローアイドルになります。

ヘヘヘッッッドドドララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

ヘッドライトスイッチ図 27を下げるとヘッドライトが点
灯します。

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電動アクセサリ用に電源ソケット図 28から12 Vの電
源をとることができます。
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g010239

図図図 28

1. 電源ソケット 3. バッグホルダー

2. ファン　逆転 4. アワーメータ

バババッッッグググホホホルルルダダダーーー

バッグホルダー図 28は物入れにお使いください。

バババッッックククラララッッップププレレレバババーーー

リールのバックラップを行うときに使用します図 29。

g015076

図図図 29

1. 前側バックラップレバー 2. 後側バックラップレバー

座座座席席席ををを調調調整整整すすするるる

前前前後後後調調調整整整レレレバババーーー

レバーを外側に引いて座席を前後に移動させます図
30。

運運運転転転席席席アアアーーームムムレレレススストトト調調調整整整ノノノブブブ

ノブを回してアームレストの角度を調整することがで
きます図 30。

背背背板板板調調調整整整レレレバババーーー

レバー動かしてシートの背板の角度を調整します(図
30)。

体体体重重重調調調整整整ゲゲゲーーージジジ

適正に調整できると、インジケータに表示が出ます図
30。高さ調整は、緑色の範囲内でサスペンションの位
置を変えて行ないます。

g033323

図図図 30

1. 体重調整ゲージ 4. 座席背板調整レバー

2. 体重調整レバー 5. アームレスト調整ノブ

3. 前後調整レバー

体体体重重重調調調整整整レレレバババーーー

体重に合わせて調整します図 30。レバーを引き上げる
と空気圧が高くなり、押し下げると低くなります。体重
ゲージが緑色の範囲に入れば、調整は適切です。

20
 



イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーLCDののの使使使いいい方方方

インフォセンター LCD は、マシンの運転状態、不具合
診断など、マシンに関わる様々な情報を表示します図
31。インフォセンターには初期画面スプラッシュ画面と
メイン画面があります。インフォセンターのどのボタンで
も、押せば初期画面とメイン画面とをいつでも切り替え
ることができ、また、矢印ボタンで選択することによっ
て、希望する項目の内容を確認することができます。

g020650

図図図 31

1. インジケータランプ 3. 中央ボタン

2. 右ボタン 4. 左ボタン

• 左ボタン, メニューアクセス/バック・ボタンこのボタ
ンを押すと、インフォセンターのメニューが表示さ
れます。メニュー表示中にこれを押せばメニューを
終了します。

• 中央ボタンメニューを下向きにスクロールするとき
に使います。

• 右ボタン右向き矢印が表示されたとき、その先にあ
るメニュー項目を見るために使用します。

• 手動ファン逆転左右のボタンを同時に押すとファ
ンが逆転します。

• ブザーデッキを下降させるときや、故障発見時など
に音が鳴ります。

注注注 各ボタンの機能はメニューの内容によって、変
わります。各ボタンについて、その時の機能がア
イコンで表示されます。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン

SERVICE DUE定定定期期期整整整
備備備時時時期期期ででですすす

定期整備時期であることを示します

次の整備までの時間

整備時間をリセット

Engine rpm/statusエンジン速度を表
示します

情報アイコン

アワーメータ

高速

低速

ファン逆転ファンが逆転しているときに
表示されます

静止再生を実施する必要があります

エアインテークヒーターが作動中

カッティングユニット上昇

カッティングユニット下降

オペレータが着席している必要があ
ります

駐車ブレーキ作動表示駐車ブレーキ
が掛かっていることを示します

レンジが「高速」

ニュートラル

レンジが「低速」

冷却液温度エンジンの冷却液の温度
を °C または °Fで表示します。

温度高温

禁止または不許可

PTOが入っています
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

エンジン始動

停止またはシャットダウン

エンジン

キースイッチ

カッティングユニットが下降中である
ことを示します

カッティングユニットが上昇中である
ことを示します

PIN コード

油圧オイル温度油圧オイルの温度を
表示します

CAN バス

インフォセンター

不良または故障

電球

TEC コントローラまたはコントロールワ
イヤハーネスからの出力

高許容範囲を超えています

高許容範囲に達していません

/
所定範囲外

スイッチ

スイッチを解除する必要があります

表示されているモードに切り換えてく
ださい

表示記号を組み合わ
せた文章が表示されま
す。以下に文章の例を
示します

マシンをニュートラルにセットしてくだ
さい。

エンジンの始動許可がおりません。

エンジンをシャットダウンします

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

冷却液が過熱しています

油圧オイルが過熱しています。

DPFの粒子蓄積表示詳細は「保守」
の章の (ページ )の項を参照。

着席するか駐車ブレーキをかけてく
ださい

アクセスには PIN の入力が必要です

メメメニニニュュューーーののの使使使いいい方方方

インフォセンターのメニューにアクセスするには、メ
ニュー画面が表示されているときにメニューアクセスボ
タンを押します。ボタンを押すとメインメニューが表示さ
れます。各メニューにおいてどのような内容が表示され
るかは、以下の表をご覧ください。

Main Menu

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Faults不具合 不具合メニューには、最近に
記録された不具合が表示され
ます。サービスマニュアルに
Faults メニューとその内容の詳
細が解説されています。また
は弊社ディストリビュータにお問
い合わせください。

Service整備 整備メニューでは、使用時間
積算記録などの情報を見るこ
とができます。

Diagnostics診断機能 診断メニューでは、各スイッ
チ、センサー、制御出力の状
態が表示されます。どのコン
トロール装置がONになってお
り、どれがOFFになっているか
が表示されますから、故障探
究を手早く行うことができます。

Settings設定 設定メニューではインフォセン
ターの表示や機械の設定を変
更することができます。

Aboutマシンについて このメニュー項目では、モデ
ル番号、シリアル番号、ソフト
ウェアのバージョンなどを確認
することができます。

Service整整整備備備

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容
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Hours運転時間 マシン、エンジン、リール、お
よびPTOが使用されていた時
間およびマシンが移動走行して
いた時間と定期整備までの時
間が記録されており、これらを
確認することができます

Counts回数 マシンに発生した様々な事象
の回数を表示します

Diagnostics診診診断断断機機機能能能

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Cutting Unitsカッティングユ
ニット

カッティングユニットを上昇・下
降させるための入力、許可、
出力の状態を表示します

Hi/Low レンジ 移動走行モードで運転を行う
ための入力、許可、出力の状
態を表示します

PTO PTO回路を作動させるための
入力、許可、出力の状態を表
示します

Engine Runエンジン作動 エンジンを始動させるための入
力、許可、出力の状態を表示
します

Backlapバックラップ バックラップを行うための入
力、許可、出力の状態を表示
します

Settings設設設定定定

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Units単位 インフォセンターで使用する単
位ヤードポンド法またはメート
ル法を選択できます

Language言語 インフォセンターの表示に使う
言語を選択することができます*

LCD Backlightバックライト LCD表示の明るさを調整します

LCD Contrastコントラスト LCD 表示のコントラストを調整
します

Front Backlap Reel Speed前
ユニットのバックラップ速度

前方ユニットのバックラップ時
のリール速度を設定します

Rear Backlap Reel Speed後
ユニットのバックラップ速度

後方ユニットのバックラップ時
のリール速度を設定します

Protected Menus保護項目 許可された人が PIN コードを入
力してアクセスできます

Auto Idleオートアイドル マシンの運転操作をしていな
い状態から自動的にアイドリン
グに移行するまでの時間の長
さを設定します

Blade Count刃数 リール速度を計算するために
必要な刃数です

Mow Speed刈込速度 リール速度を決定するために
必要な走行速度です

Height of cut HOC刈高 リール速度を決定するために
必要な刈高です

F Reel RPM前リール rpm 前リールの回転速度計算値を
表示します。リール速度は手
動で調整することもできます

R Reel RPM後リール rpm 後リールの回転速度計算値を
表示します。リール速度は手
動で調整することもできます

* 「オペレータ向け」のメッセージのみが翻訳表示され
ます。故障、整備、診断の画面は「整備士向け」メッ
セージです。タイトルは選択された言語で表示されます
が、本文は英語表示となります。

保護メニューで保護されます ― アクセスには PIN
の入力が必要です

About マママシシシンンンにににつつついいいててて

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Modelモデル マシンのモデル番号を表示し
ます。

SN マシンのシリアル番号を表示
します。

Machine Controller Revisionコ
ントローラ改訂番号

マスターコントローラのソフトウェ
アの改訂番号を表示します。

インフォセンターの改定番号 インフォセンターのソフトウェア
の改訂番号を表示します。

CAN Bus マシン内部の通信状態を表示
します。

Protected Menus保保保護護護項項項目目目

インフォセンターの「設定」メニューで変更可能な項目
は7つありますオートアイドル待ち時間、刃数、刈り込
み速度、刈高、前リール速度、および後リール速度で
す。これらの設定は、「パスワード保護メニュー」で
保護することができます。

注注注 納品時のパスワードは、代理店にて設定してい
ます。

アアアクククセセセススス制制制限限限付付付きききメメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセ
ススス

注注注 出荷時に設定されている デフォルト PIN は 0000
または 1234 です。

PIN を変更後、PIN を忘れてしまった場合には、弊社
ディストリビュータにご相談ください。

1. MAINメインメニューから中央ボタンで下へスクロー
ルしていくとSETTINGS設定メニューがありますか
ら、ここで右ボタンを押します図 32。
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g028523

図図図 32

2. SETTINGSメニューから中央ボタンで下へスクロー
ルしていくとPROTECTED 保護メニューがあります
から、ここで右ボタンを押します図 33A。

g028522

図図図 33

3. パスワードを入力するには、中央ボタンを何度か
押して最初の桁へ入力します。その後に右ボタン
を押すと次の桁へ移動します図 33B と図 33C。
これを繰り返して最後の桁まで入力を終えたら、
もう一度右ボタンを押します。

4. 中央ボタンを押して PIN コードを登録します図
33D。

インフォセンターの赤ランプが点灯するまで待
ちます。

注注注 インフォセンターが PIN コードを受け付けて保
護メニューが開くと、画面右上の部分に PIN と
いう表示が現れます。

注注注 キーを OFF 位置にし、もう一度ONにすると、保護
メニューがロックされます。

「保護メニュー」の設定内容を閲覧・変更することが
できます。「保護メニュー」にアクセスしたら、下へ
スクロールして「設定を保護」Protect Settingsへ進
みます。右ボタンを使って設定を変更します。Protect
Settings設定を保護をOFFにすると、PIN コードを入
力しなくても、保護メニューの内容を閲覧・変更するこ
とができるようになります。「設定を保護」をONにす
ると、保護されている内容は表示されなくなり、これ
らを閲覧・変更するには PIN コードの入力が必要とな
ります。PIN コードを入力した時は、キースイッチを
OFF にし、もう一度キーを ON にすると、このパス
ワードが記憶されます。

オオオーーートトトアアアイイイドドドルルルAuto Idleののの設設設定定定方方方法法法
1. 設定メニューSettings Menuにて下へスクロール

すると「オートアイドルAuto Idle」があります。

2. 右ボタンを使って、オートアイドル時間を、OFF,
8S, 10S, 15S, 20S,および 30Sから選択します。

刃刃刃数数数ののの設設設定定定方方方法法法
1. 設定メニューSettings Menu下へスクロールすると

「Blade Count」があります。

2. 右側のボタンを使用して、刃数を 5、8 または 11
から選択してください。

刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度ののの設設設定定定方方方法法法
1. 設定メニューSettings Menu下へスクロールすると

「Mow Speed」があります。

2. 右側のボタンを使用して、刈り込み速度を選択
してください。

3. 中央の右側のボタンを使って、走行ペダルの速
度リミッタに、適当な刈り込み速度を設定して
ください。

4. 設定が終了したら左ボタンを押すと、設定内容
を保存して設定が終了します。

刈刈刈高高高ののの設設設定定定方方方法法法
1. 設定メニューSettings Menu下へスクロールすると

「HOC」があります。

2. 右側のボタンを使用して、刈高を選択してくださ
い。

3. 中央の右側のボタンを使って、適当な刈高を設
定してください。

注注注 ご希望の通りの刈高が表示されない場合に
は、表示されている数値の中から最も近いものを
選んでください。

4. 設定が終了したら左ボタンを押すと、設定内容
を保存して設定が終了します。
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前前前後後後のののリリリーーールルル速速速度度度ののの設設設定定定方方方法法法

前後のリールの速度は、刃数、刈り込み速度および刈
高からインフォセンターが自動的に計算しますが、いろ
いろな刈り込み条件に対応するために速度設定を手動
で変更することができるようになっています。

1. 変更するには、 F Reel RPM、R Reel RPM また
はその両方までスクロールしてください。

2. 右側のボタンを使用して、リール速度を変更して
ください。設定の変更をしているとき、ディスプレ
イには、刃数、刈り込み速度および刈高に基づ
いて計算された以前と同じリール速度が表示され
ていますが、新しく入力した値も表示されます。

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの仕仕仕様様様

刈り込み幅27" カッティングユ
ニット

307 cm

刈り込み幅32" カッティングユ
ニット

320 cm

全幅27" ユニット降下時 345 cm

全幅32" ユニット降下時 358 cm

全幅カッティングユニット上昇時 239 cm

全長 370 cm

高さROPSを含む 220 cm

トレッド前輪 229 cm

トレッド後輪 141 cm

ホイールベース 171 cm

純重量カッティングユニットと油
脂類を含まない

1574kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。 詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

せっかく手に入れた大切な機械を守り、確かな性能を
維持するために、交換部品はトロの純正部品をご使
用ください。純正パーツは、トロが設計・指定した、完
成品に使用されているものと全く同じ、信頼性の高
い部品です。確かな安心のために、トロの純正にこ
だわってください。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識など
に十分慣れておきましょう

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 使用前に必ず、ブレード、刈り込みアセンブリの点
検を行ってください。バランスを狂わせないようにす
るため、ブレードを交換するときにはボルトもセッ
トで交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ

い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、絶対
に燃料タンクのふたを開けたり給油したりしないで
ください。

• 締め切った場所では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分
に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。
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燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量
83 リットル

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの仕仕仕様様様
重重重要要要 超超超低低低イイイオオオウウウ軽軽軽油油油以以以外外外ののの燃燃燃料料料ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。イイイオオオウウウ分分分ののの多多多いいい燃燃燃料料料ははは、、、DOC排排排ガガガススス酸酸酸化化化触触触媒媒媒ををを
劣劣劣化化化さささせせせ、、、運運運転転転トトトラララブブブルルルををを発発発生生生さささせせせ、、、エエエンンンジジジンンンののの各各各
機機機器器器ののの寿寿寿命命命ををを縮縮縮めめめままますすす。。。

以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる場場場
合合合がががああありりりままますすす。。。

• 絶対に、ディーゼル燃料の代わりに灯油やガソリン
を使わないでください。

• 絶対に、灯油やガソリンをディーゼル燃料に混入
しないでください。

• 絶対に、内面に亜鉛メッキされている容器で燃料を
保管しないでください。

• 燃料用添加剤を使用しないでください。

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料

セセセタタタンンン値値値 45 以上

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15ppm

燃燃燃料料料表表表

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 地地地域域域

ASTM D975

No. 1-D S15

No. 2-D S15

USA

EN 590 EU 諸国

ISO 8217 DMX 米国外

JIS K2204 Grade No. 2 日本

KSM-2610 大韓民国

• 不純物のない新しい軽油またはバイオディーゼル燃
料を使用してください。

• 燃料の劣化を避けるため、180日以内に使いきれ
る程度の量を購入するようにしてください。

気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用します
が、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽油ま
たは1号と2号の混合を使用してください。

注注注 低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流
動点が下がってエンジンが始動しやすくなるばかりでな
く、燃料の成分分離ワックス状物質の沈殿によるフィル
タの目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7°以上の季節には夏用燃料を使用する方が、
燃料ポンプの寿命を延ばします。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル

この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20燃料
バイオディーゼル燃料が20、通常軽油が80を使用す
ることができます。

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15ppm

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 ASTM D6751 または
EN14214

ブブブレレレンンンドドド燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様ASTM D975、EN590 または JIS
K2204

重重重要要要 たたただだだししし、、、混混混合合合ささされれれててていいいるるる軽軽軽油油油のののイイイオオオウウウ含含含有有有量量量ははは
極極極低低低レレレベベベルルルででであああるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

以下の注意を守ってお使いください。

• 着色したターフを汚す可能性があります。

• 寒い地方ではB5バイオディーゼル燃料が5またはそ
れ以下の製品を使用すること。

• 時間経過による劣化がありうるので、シール部分、
ホース、ガスケットなど燃料に直接接する部分をま
めに点検すること。

• バイオディーゼル燃料に切り換えた後に燃料フィル
タが詰まる場合がある。

• バイオディーゼル燃料について、より詳細な情報は
弊社正規代理店におたずねください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを下降

させ、エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. 燃料タンクの補給口付近をよごれのないウェスで
きれいにぬぐう。

3. 燃料タンクのキャップ図 34を取る。

g200372

図図図 34

1. 燃料タンクのキャップ
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4. 補給管の下まで燃料を入れる。

5. 燃料補給後は、燃料タンクのキャップを取りつけ
て十分に締め付ける。

注注注 可能であれば、作業後に毎回燃料を補給して
おくようにしてください。これにより燃料タンク内の
結露を少なくすることができます。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、油圧系統を点検してくだ
さい手順は 油圧オイルの量を点検する (ページ 64)を
参照してください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を点
検してください手順は エンジンオイルについて (ページ
50)を参照してください。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

毎日作業前に、冷却液の量を点検してください。容量
はおよそ 12.3 リットルです。

1. ラジエターキャップを注意深く外す。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを
開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出しししててて
やややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開開開
けけけななないいいこここととと。。。

• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりり
ととと開開開けけけるるるこここととと。。。

g009702

図図図 35

1. 補助タンク

2. ラジエター内部の液量を点検する。

注注注 ラジエターは補給口の首の部分まで、補助タ
ンクはFULLマークまであれば適正です図 35。

3. 冷却液が不足している場合は、水とエチレングリ
コール不凍液の 50/50 混合液を補給します

注注注 水だけの使用や、アルコール系、メタノール
系の冷却液の使用は避けてください。

4. 各タンクのキャップを閉める

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

タイヤは空気圧を高く設定して出荷しています。運転
前に正しいレベルに下げてください。タイヤの適正空
気圧は、0.83-1.03bar 83-103 kPaです。使用開始前
に毎日点検してください。

重重重要要要 マママシシシンンンののの性性性能能能ををを適適適切切切ににに発発発揮揮揮さささせせせ、、、まままたたた質質質ののの高高高いいい
刈刈刈りりり込込込みみみををを実実実現現現すすするるるたたためめめににに、、、すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧
ををを推推推奨奨奨値値値ににに維維維持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ははは規規規定定定値値値
以以以下下下ににに下下下げげげてててはははななならららななないいい。。。

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をする目の保護具、すべり
にくく頑丈な靴、長ズボン、聴覚保護具を着用し

27
 



てください。長い髪は束ねてください。装飾品は身
に着けないでください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 絶対に人を乗せないでください。また、作業中は周
囲から人やペットを十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• ぬれた芝の刈り込みは避けてください。接地力が落
ちてスリップする危険が高くなります。

• エンジンを掛ける前に、全部の駆動装置がニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• カッティングユニットに手足を近づけないでくださ
い。また排出口の近くにも絶対に人を近づけないで
ください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどでは
作業しないでください。万一車輪が段差や溝に落ち
たり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒
し、非常に危険です。

• 刈り込み中以外は必ずカッティングユニットを止め
ておいてください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときには運転を停止してカッティングユニットをよく
点検してください。異常を発見したら、作業を再開
する前にすべて修理してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• 刈高を変更する時は、必ずカッティングユニットを停
止させ、エンジンを止めてください運転席で刈高を
変更できる場合はこの限りでありません。

• 排気ガスが充満するような締め切った場所では絶対
にエンジンを運転しないでください。

• エンジンを掛けたままで絶対に機体から離れないで
ください。

• 運転位置を離れる前に集草バッグを空にする場合
や詰まりを除去する場合も

– 平らな場所に停車してください。

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させ
る。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

• 落雷の危険がある時には運転しないでください。

• この機械を牽引用車両として使用しないでください。

• Toro® カンパニーが認めた以外のアクセサリ、ア
タッチメント、交換パーツを使用しないでください。

横横横転転転保保保護護護バババーーーROPSにににつつついいいてててののの安安安全全全
確確確認認認
• POPSは機体から外外外さささななないいいでください。

• 必ずシートベルトを着用し、緊急時にはシートベルト
を迅速に外せるよう練習しておいてください。

• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPSが破損した場合は新しいものに交換してくださ
い。修理したり改造しての使用はしないでください。

折折折りりりたたたたたたみみみ式式式 ROPS 搭搭搭載載載機機機

• ROPSは立てた状態にセットし、必ずシートベルト
と共にお使いください。

• ROPS横転保護バーはマシンと一体で使用する重
要な安全装置です。運転するときには必ずROPS
横転保護バーを運転位置に立て、シートベルトを
着用してください。

• どうしても必要なわずかの時間以外には ROPS を
降ろさないでください。。ROPS を下げた状態で乗
車する時にはシートベルトをしないでください。

• ROPS を折りたたんでしまうと、転倒時に安全保護
ができなくなることを十分認識してください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください。法面、
段差、水などがある現場では、必ず ROPS を立
てて運転してください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは

重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• この機械を運転する人は、以下に掲載している斜
面での運転上の注意点やその場合の天候条件お
よび場所の条件などについて、また、この機械を
使用できるかどうかを判断する方法について、オ
ペレーターズマニュアルで確認してください。同じ
斜面上であっても、地表面の条件が変われば運
転条件が変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
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してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に
落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に
転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

• 斜面に入る前に、安全の判断をしてください。乗用
の刈り込み機械で斜面を刈り込むことに危険が感じ
られる場合は歩行型の機械をお使いください。

• 斜面では可能なかぎりカッティングユニットを地表
面まで下げておいてください。斜面上でカッティン
グユニットを上昇させると機体が不安定になる恐れ
があります。

• 集草装置などのアタッチメントを取り付けての作業
には十分な注意を払ってください。アタッチメントに
よってマシンの安定性が変わり、安全限界が変わ
る場合がありますからご注意ください。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
重重重要要要 以以以下下下ののの場場場合合合にににははは、、、燃燃燃料料料シシシススステテテムムムのののエエエアアア抜抜抜きききををを
実実実施施施すすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす

• 燃料切れでエンジンが停止した時

• 燃料系統の整備作業を行った後

1. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュートラル
位置にあることを確認する。

注注注 駐車ブレーキが掛かっていることを確認する。

2. エンジン速度スイッチをローアイドル位置にセッ
トする。

3. キーを RUN 位置に回す。

注注注 グローランプの点灯を確認する。

4. グローランプが消えたら、キーをSTART位置に
回す。

5. エンジンが始動したらすぐにキーから手を放す。
キーは RUN 位置に戻る。

6. エンジン速度の調整を行う。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトををを防防防止止止すすす
るるるたたためめめ、、、スススタタターーータタタははは15秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで回回回転転転さささせせせ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。15秒秒秒以以以内内内にににエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動でででききき
なななかかかっっったたた場場場合合合にににははは、、、キキキーーーををを一一一度度度 OFF 位位位置置置ににに戻戻戻
ししし、、、各各各設設設定定定おおおよよよびびび始始始動動動手手手順順順ががが正正正しししいいいここことととををを確確確認認認
ののの上上上、、、15秒秒秒間間間ののの間間間隔隔隔をををあああけけけてててもももううう一一一度度度始始始動動動ををを
試試試みみみてててくくくだだださささいいい。。。

気温が -7°C 未満のときは、スタータモータを 30
秒間連続で作動させられます。その後は 60秒間
休止してください。2回まで可能です。

注注注意意意
可可可動動動部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

機機機体体体ののの点点点検検検ををを行行行ううう前前前ににに、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部ががが
すすすべべべててて完完完全全全ににに停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせるるる前前前
ににに5 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここ
うううすすするるるここことととににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンン停停停止止止前前前にににタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャ
ののの温温温度度度ををを下下下げげげるるるここことととがががででできききままますすす。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボ
チチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが発発発生生生すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

注注注 駐車した時は、必ず刈り込みデッキを地表面まで
降ろしてください。これにより、油圧系統の負荷がなく
なり、各部やパーツの磨耗が少なくなるだけでなく、
カッティングユニットが不意に落下するなどの事故を防
ぐことができます。

1. エンジンをローアイドル速度に戻す。

2. PTO スイッチをOFF 位置にする。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. キーを OFF 位置に回す。

5. 事故防止のため、キーは抜き取っておく。

エエエンンンジジジンンン速速速度度度スススイイイッッッチチチ
エンジン速度スイッチは、2つのエンジン速度モードを
切り換えます。スイッチを軽くたたくと、エンジン速度を
100rpmずつ増加または減少させることができます。ス
イッチの端を長押しすると、エンジン速度は自動的にハ
イアイドルまたはローアイドルになります。

刈刈刈りりり込込込みみみ
注注注 エンジンに過大な負荷を掛けるような刈り込みをす
ると、より多くの DPF 再生が必要になります。

1. 作業現場に移動し、刈り込みの一列目に合わせ
てマシンを待機させる。

2. PTOスイッチが 切 であることを確認する。

3. 刈り込み速度リミッタを前に倒す。

4. スロットル速度スイッチを、エンジン速度ハイアイ
ドルにセットする。

5. ジョイスティックで、カッティングユニットを芝面
まで降下させる。

6. PTO スイッチを押して、カッティングユニットの
作動準備状態にする。
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7. ジョイスティックで、カッティングユニットを芝面
から上昇させる。

8. 刈り込みエリアに乗り入れ、カッティングユニッ
トを降ろす。

注注注 エンジンに過大な負荷を掛けるような刈り込み
をすると、より多くの DPF 再生が必要になりま
す。

9. 列の最後まできたらジョイスティックを使ってカッ
ティングユニットを上昇させる。

10. 雨だれ形に旋回して次の列に入る準備を行う。

デデディィィーーーゼゼゼルルル微微微粒粒粒子子子フフフィィィルルルタタタ
DPFののの再再再生生生
DPFは排気系統の一部です。DPFには酸化促進触媒
が入っていて有害ガスを減少させ、すすフィルタが排気
に含まれているすすを取り除きます。

すすがたまってくると、DPF を高温にして再生を行いま
す。溜っているすすを高温によって燃焼させて灰にし、
すすフィルタの詰まりを取り除き、排気ガスが DPF を
通り抜けられるようにします。

すすの蓄積具合は、DPF のバック圧をコンピュータで
監視することによって行っています。バック圧が高くな
りすぎると、通常のエンジンの作動中にすすフィルタ
の中ですすを燃焼させることができなくなります。すす
を DPF にためないようにするには、以下のような注意
が必要です

• エンジンが作動している間は常に DPF のパッシブ
再生が行われていますので、エンジンは可能な限
りフルスロットルで使用して再生を促進するように
してください。

• バック圧が上昇して高くなりすぎると、より強力な再
生アシスト再生やリセット再生が開始され、エンジン
コンピュータがインフォセンターにそれを表示します。

• アシスト再生やリセット再生が終了するまで待ち、
その後にエンジンを停止するようにしてください。

つねに DPF のことを頭に入れて機械の操作や保守整
備を行ってください。通常は、ハイアイドルでエンジン

を使用していれば、DPF の再生に十分な排気温度
が得られます。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを低低低速速速ででで回回回しししててていいいるるる時時時間間間ががが長長長いいいととと、、、すすすすすす
フフフィィィルルルタタタにににすすすすすすがががたたたまままりりりままますすす。。。アアアイイイドドドリリリンンングググややや低低低速速速回回回転転転
でででののの使使使用用用をををででできききるるるだだだけけけ短短短くくくしししままましししょょょううう。。。

注注注意意意
DPF ののの駐駐駐車車車再再再生生生中中中やややリリリカカカバババリリリーーー再再再生生生中中中ののの排排排気気気ははは
高高高温温温おおおよよよそそそ 600°C (1112°F)ににになななるるる。。。高高高温温温ののの排排排気気気
ははは人人人体体体ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 絶絶絶対対対ににに締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななな
いいいこここととと。。。

• 排排排気気気系系系統統統ののの周周周囲囲囲ににに可可可燃燃燃物物物ををを放放放置置置しししななないいいこここととと。。。

• 高高高温温温ににになななっっっててていいいるるる排排排気気気系系系統統統各各各部部部ににに触触触れれれななないいいこここ
ととと。。。

• 排排排気気気管管管ののの近近近くくくににに立立立たたたななないいいこここととと。。。

DPF へへへのののすすすすすすののの蓄蓄蓄積積積
• マシンを使用するにつれて、DPF内部のすすフィル

タにすすが蓄積してきます。DPF 内のすすの蓄積
具合は、エンジンのコンピュータが監視しています。

• 蓄積量が一定レベルになると、DPF フィルタの再生
が必要であることをコンピュータが知らせてきます。

• DPF の再生とは、DPF を高温にして内部のすすを
燃焼させて灰にすることを言います。

• 再生メッセージを表示するとともに、コンピュータ
は、すすの蓄積レベルに合わせてエンジンの出
力を落とします。

エエエンンンジジジンンン警警警告告告メメメッッッセセセーーージジジすすすすすすののの蓄蓄蓄積積積ににに関関関しししててて
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エエエンンンジジジンンン警警警告告告メメメッッッセセセーーージジジすすすすすすののの蓄蓄蓄積積積ににに関関関しししててて (cont'd.)

表表表示示示レレレベベベルルル 不不不具具具合合合コココーーードドド エエエンンンジジジンンン出出出力力力レレレーーートトト 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

レベル 1エンジ
ン警告

g213866

図図図 36
エンジンを点検

SPN 3719, FMI 16

コンピュータはエンジンパ
ワーを 85に下げる

できるだけ早く停車再生を行う 駐
車再生 (ページ 35)を参照。

レベル 2エンジ
ン警告

g213867

図図図 37
エンジンを点検
SPN 3719, FMI 0

コンピュータはエンジンパ
ワーを 50%に下げる

できるだけ早くリカバリー再生を行
う 回復再生 (ページ 38)を参照。

DPF へへへののの灰灰灰ののの蓄蓄蓄積積積
• 軽い灰は排気管から放出されますが、重い灰は

フィルタ内部に残ります。

• 灰は、再生の結果としてできるものです。よって、
機械の稼働時間が長くなるにつれ、放出されない
灰が蓄積してきます。

• DPF内のすすの蓄積量は、エンジンのコンピュータ
が計算しています。

• すすの蓄積量が所定量に達すると、エンジンのコン
ピュータからインフォセンターへ、灰の蓄積に関す
るアドバイスまたは警告情報が送信されます。

• このアドバイスや警告は、DPF の整備が必要であ
ることを示しています。

• 警告などを表示するとともに、コンピュータは、灰
の蓄積レベルに合わせてエンジンの出力を落とし
ます。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアドドドバババイイイスススおおおよよよびびびエエエンンンジジジンンン警警警告告告メメメッッッセセセーーージジジ— Ash Accumulation
表表表示示示レレレベベベルルル アアアドドドバババイイイスススまままたたたははは不不不具具具合合合コココーーードドド エエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを落落落とととすすす エエエンンンジジジンンン出出出力力力レレレーーートトト 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

レベル 1システ
ムアドバイス

g213865

図図図 38
アドバイス番号 #179

なし 100%
インフォセンターにアドバイ
ス番号 #179が表示された
ことを整備士に知らせる。

レベル 2エン
ジン警告

g213863

図図図 39
エンジンを点検

SPN 3720, FMI 16

なし
コンピュータはエンジン
パワーを 85に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 52)を参照。
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアドドドバババイイイスススおおおよよよびびびエエエンンンジジジンンン警警警告告告メメメッッッセセセーーージジジ— Ash Accumulation (cont'd.)

表表表示示示レレレベベベルルル アアアドドドバババイイイスススまままたたたははは不不不具具具合合合コココーーードドド エエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを落落落とととすすす エエエンンンジジジンンン出出出力力力レレレーーートトト 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

レベル 3エン
ジン警告

g213864

図図図 40
エンジンを点検
SPN 3720, FMI 0

なし
コンピュータはエンジン
パワーを 50%に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 52)を参照。

レベル 4エン
ジン警告

g214715

図図図 41
エンジンを点検
SPN 3251, FMI 0

エンジン速度が MAX
トルク + 200rpm

コンピュータはエンジン
パワーを 50%に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 52)を参照。
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DPF ののの再再再生生生ののの種種種類類類

マママシシシンンンががが稼稼稼働働働中中中ににに実実実行行行ささされれれるるる DPF 再再再生生生ののの種種種類類類

再再再生生生ののの種種種類類類 DPF 再再再生生生ののの条条条件件件 DPF 再再再生生生動動動作作作ののの内内内容容容

パッシブ再生はインフォセンターに表示されない。

パッシブ再生中、DPF は高温の排気を利用して有
害な排気を酸化させ、すすを燃焼させて灰にする。

パパパッッッシシシブブブ マシンの通常運転中エンジン高速回転中または高負
荷回転中に行われる。

DPF のパッシブ再生 (ページ 34)を参照。

インフォセンターにアシストまたはリセット再生アイ

コン が表示された場合には、アシスト再
生が進行中。

アシスト再生中は、コンピュータが吸気スロットルを
調整して排気温度を高める。

アアアシシシススストトト エンジンの低速運転、低負荷運転を行うこと、DPF
のバック圧が高いことをコンピュータが検知すること
が原因で実行される。

DPF のアシスト再生 (ページ 34)を参照。

アシスト再生によってもすすの量を十分に減らすこと
ができない時にのみ実行される。

インフォセンターにアシストまたはリセット再生アイコン

が表示された場合には、再生が進行中。

リセット再生中は、コンピュータが吸気スロットルと燃
料インジェクタを調整して排気温度を高める。

リリリセセセッッットトト

センサー読み値の基準をリセットするために 100 運
転時間ごとに実行される。

リセット再生 (ページ 34)を参照。

マママシシシンンンををを駐駐駐車車車さささせせせててて実実実行行行すすするるる必必必要要要のののあああるるる DPF 再再再生生生ののの種種種類類類

再再再生生生ののの種種種類類類 DPF 再再再生生生ののの条条条件件件 DPF 再再再生生生動動動作作作ののの内内内容容容

エンジンの低速運転、低負荷運転を長じ如何行っ
たために、すすが蓄積した場合に行われる。不適
切な燃料やオイルを使用した場合にも行われる場
合がある。

駐車再生は、バック圧の上昇すすの蓄積をコン
ピュータが感知したために要求される。

インフォセンターに駐車再生アイコン が表
示された場合には、実行することが必要。

• リカバリ再生が必要にならないように、できるだ
け早く停車再生を行う。

• 駐車再生に要する時間は 30-60 分間。

• 燃料タンク内の燃料残量が ¼ 以上であることを
確認して行う。

• この再生は、駐車して行うことが必要。

駐駐駐車車車再再再生生生

駐車再生 (ページ 35)を参照。

インフォセンターにリカバリ再生アイコン
が表示された場合には、実行することが必要。

トロ社代理店に連絡して、リカバリ再生を実行する。

• 駐車再生に要する時間は 4 時間。

• 燃料タンク内の燃料残量が ½ 以上であることを
確認して行う。

• この再生は、駐車して行うことが必要。

リリリカカカバババリリリ 駐車再生の要求を無視してマシンの使用を続けた
ために、すすの蓄積量がさらに増加して必要とな
る再生。

回復再生 (ページ 38)を参照。
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DPF のののパパパッッッシシシブブブ再再再生生生
• パッシブ再生は、エンジンの通常運転の一部として

行われます。

• パッシブ再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで使用してください。

DPF のののアアアシシシススストトト再再再生生生

g214711

図図図 42
アシスト/リセット再生アイコン

• インフォセンターに、アシスト/リセット再生アイコン
が表示されます図 42。

• コンピュータが吸気スロットルを調整してエンジンの
排気温度を高めます。

• DPF の再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで使用してください。

• アシスト再生中は、インフォセンターに、 ア
イコンが表示されます。

• アシスト再生中は、出来うる限りエンジンを止めたり
エンジンの速度を落としたりしないでください。

重重重要要要 アアアシシシススストトト再再再生生生ががが終終終了了了すすするるるまままででで待待待ちちち、、、そそそののの後後後ににに
エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 アシスト再生が終了すると、インフォセンター

の アイコンが消えます。

リリリセセセッッットトト再再再生生生

g214711

図図図 43
アシスト/リセット再生アイコン

• インフォセンターに、アシスト/リセット再生アイコン
が表示されます図 43。

• コンピュータが吸気スロットルと燃料噴射とを調整し
てエンジンの排気温度を高めます。

重重重要要要 アアアシシシススストトト再再再生生生やややリリリセセセッッットトト再再再生生生のののアアアイイイコココンンンががが表表表示示示
ささされれれるるる時時時にににははは、、、マママシシシンンンかかからららののの排排排気気気ののの温温温度度度ががが通通通常常常よよよ
りりりももも高高高くくくなななるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

• DPF の再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで使用してください。

• リセット再生中は、インフォセンターに アイコ
ンが表示されます。

• リセット再生中は、出来うる限りエンジンを止めたり
エンジンの速度を落としたりしないでください。

重重重要要要 リリリセセセッッットトト再再再生生生ががが終終終了了了すすするるるまままででで待待待ちちち、、、そそそののの後後後ににに
エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 リセット再生が終了すると、インフォセンター

の アイコンが消えます。
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駐駐駐車車車再再再生生生

g214713

図図図 44
駐車再生要求アイコン

• インフォセンターに、駐車再生要求アイコンが表
示されます図 44。

• 駐車再生が必要になると、インフォセンターにエン
ジン警告 SPN 3719, FMI 16図 45 が表示され、エ
ンジン出力が 85% にダウンします。

g213866

図図図 45

重重重要要要 2時時時間間間以以以内内内ににに駐駐駐車車車再再再生生生ををを行行行わわわななないいいととと、、、エエエンンンジジジ
ンンン出出出力力力ががが 50% にににダダダウウウンンンしししままますすす。。。

• 駐車再生に要する時間は 30-60 分間です。

• 管理者に許可された人が PIN コードを入力して駐車
再生を実施してください。

駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの準準準備備備

1. 燃料が、少なくともタンクの ¼ 以上あることを
確認する。

2. 車両を屋外の、可燃物から離れた場所に移動
させる。

3. 平らな場所に駐車する。

4. 走行コントロールや走行コントロールレバーが
ニュートラル位置にあることを確認する。

5. カッティングユニット搭載機ではユニットを降下
停止させる。

6. 駐車ブレーキを掛ける。

7. スロットルを低速アイドル位置にセットする。

駐駐駐車車車再再再生生生ののの実実実行行行

注注注 保護メニューのロック解除方法 アクセス制限付きメ
ニューへのアクセス (ページ 23)を参照。

1. 保護メニューにアクセスし、サブメニューのロッ
クを解除する図 46 アクセス制限付きメニューへ
のアクセス (ページ 23)を参照。

g028523

図図図 46

2. メインメニューMAIN MENU画面で、中央ボタンを
押して整備SERVICEメニューへ移動し、右ボタン
で整備SERVICEを選択する図 47。

注注注 インフォセンターのの右上隅に PIN と表示
されます。

g212371

図図図 47

3. 整備メニューSERVICE MENUで、中央ボタンを押
して DPF 再生DPF REGENERATIONへ移動し、
右ボタンでDPF 再生DPF REGENERATIONを選択
する図 48。
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g212138

図図図 48

4. Initiating DPF RegenDPF 再生開始Are you
sure?というメッセージが表示されるので、中央ボ
タンを押す図 49。

g212125

図図図 49

5. 冷却液の温度が 60°C (140°F) 未満の場合に

は、Insure is running and above 60C/140F”
エンジン作動と冷却水を確認と表示される図 50。
インフォセンターの上で冷却水温度を確認し、温
度が 60°C (140°F) になるまでフルスロットルでエ
ンジンを回転させてから中央ボタンを押す。

注注注 冷却液の温度が 60°C (140°F) 以上の場合に
は、この画面は表示されません。

g211986

図図図 50

6. スロットルコントロールを低速アイドル位置にセッ
トして、中央ボタンを押す図 51。

g212372

図図図 51

7. 駐車再生が開始されると、以下のメッセージが
表示される

A. Initiating DPF RegenDPF 再生開始中という
メッセージが表示される図 52。
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g212405

図図図 52

B. Waiting on 待機中というメッセージが表
示される図 53。

g212406

図図図 53

C. 再生を行うかどうかをコンピュータが判断す
る。判断結果は、インフォセンターにメッセー
ジで表示される

• 再生許可の場合には Regen Initiated 再
生を開始しましたと表示。再生が終了す
るまで、最大 30 分間が必要。終了ま
で待つ図 54。

g213424

図図図 54

• 再生不許可の場合には DPF Regen Not
Allowed と表示される図 55。左ボタンを
押してホーム画面に戻る。

重重重要要要 再再再生生生実実実行行行条条条件件件のののすすすべべべてててををを満満満たたたしししててて
いいいななないいい場場場合合合ややや、、、前前前回回回ののの再再再生生生かかからららののの経経経過過過
時時時間間間ががが 50 時時時間間間未未未満満満ののの場場場合合合ははは再再再生生生不不不許許許
可可可とととなななっっっててて DPF Regen Not Allowed ととと
表表表示示示ささされれれままますすす。。。

g212410

図図図 55

8. 再生実行中は、インフォセンターはホーム画面と
なって以下のアイコンが表示される
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エンジン低温—待て

エンジン適温—待て

エンジン高温—再生中~% 終了

9. 駐車再生が終了すると、インフォセンターに
Regen Complete と表示される。左ボタンを押し
てホーム画面に戻る図 56。

g212404

図図図 56

回回回復復復再再再生生生
• この要求インフォセンターに表示されたアイコンを

無視してマシンの使用を続けると、DPF 内部に大
量のすすがたまります。

• リカバリ再生が必要になると、インフォセンターに
エンジン警告 SPN 3719, FMI 16 (図 57) が表示さ
れ、エンジン出力が 85% にダウンします。

g213867

図図図 57

重重重要要要 15分分分以以以内内内ににに駐駐駐車車車再再再生生生ををを行行行わわわななないいいととと、、、エエエンンンジジジ
ンンン出出出力力力ががが 50% にににダダダウウウンンンしししままますすす。。。

• エンジンにパワーがない時や、駐車再生で、DPF
から十分にすすを除去できない場合には、いつでも
リカバリ再生を行ってください。

• リカバリ再生に要する時間は 4 時間程度です。

• リカバリ再生は、弊社正規代理店の整備士が行い
ます。弊社正規代理店に連絡してください。

昇昇昇降降降アアアーーームムムのののカカカウウウンンンタタタバババララランンン
スススををを調調調整整整すすするるる
凹凸の激しいターフで一定の刈高にカット、サッチが厚
くたまっているターフで削らないように刈るなど、様々
なターフ条件に合わせて、後カッティングユニットの昇
降アームについているカウンタバランスを調整するこ
とができます。

各カウンタバランスを、4種類の設定のうちの1つに設
定してください。位置をつずらすごとに、カッティングユ
ニットに掛かる圧力が 2.3kg 増加または減少します。
カウンタバランスをゼロにしたい場合には、スプリング
を第1スプリングアクチュエータの裏側第4番目の位
置にセットしてください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 調整作業の最中に、スプリングのテンションが掛
からないようにするため、スプリングの長い方
の端にパイプなどを通してスプリングの力を殺し
ておく図 58。

注注注意意意
スススプププリリリンンングググにににははは強強強いいい張張張力力力がががかかかかかかっっっててておおおりりり、、、不不不
用用用意意意ににに取取取りりり扱扱扱うううとととけけけがががをををすすするるる。。。

スススプププリリリンンングググををを調調調整整整すすするるる時時時にににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここ
ととと。。。

3. スプリングのテンションをなくしたら、スプリングア
クチュエータを固定しているボルトとロックナットを
外す図 58。

g015078

図図図 58

1. スプリング 2. スプリングアクチュエータ
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4. スプリングアクチュエータを希望する穴に取り付
け、ロックナットで固定する。

5. 残りのスプリングにも同じ調整を行う。

昇昇昇降降降アアアーーームムムののの旋旋旋回回回位位位置置置ををを調調調
整整整すすするるる
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下

させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 昇降アームスイッチは、前右昇降アームの裏側
にあります図 59。

g015079

図図図 59

1. スイッチ

3. スイッチの取り付けねじ図 59をゆるめ、スイッ
チの位置を上げると、昇降アームの旋回高さが
高くなり、下げると、昇降アームの旋回高さが
低くなる。

4. 取り付けボルトを締め付ける。

ROPSををを折折折りりりたたたたたたむむむ
天井の低い場所を通過することができるように、ROPS
は折りたたみ式になっています。

警警警告告告
折折折りりりたたたたたたまままれれれたたた状状状態態態のののROPSははは車車車両両両ががが横横横転転転しししたたた際際際
ににに保保保護護護機機機能能能ををを果果果たたたしししままませせせんんん。。。立立立てててててていいいななないいいROPS
はははROPSででではははああありりりままませせせんんん。。。

ROPS ををを下下下げげげててて運運運転転転すすするるる時時時にににはははシシシーーートトトベベベルルルトトトををを
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ROPSの上部フレームを支えておいて、ピボットブ
ラケットからスナップピンとクレビスを外す図 60。

g200378

図図図 60

1. 上部フレーム 3. スナップピン

2. クレビスピン 4. 下の穴

3. ROPSを注意深く倒してストップで支える。

4. クレビスピンを下側の穴に差し込み、スナップ
ピンで固定して上部フレームを倒した状態に固
定する。

5. ROPSを立てるときは、上記の手順を逆の順に
行ってください。

警警警告告告
ROPS のののリリリテテテーーーナナナボボボルルルトトトアアアセセセンンンブブブリリリがががゆゆゆるるるんんんでででいいいるるる
ととと、、、ROPS ががが機機機能能能ををを果果果たたたさささななないいい危危危険険険がががああありりり、、、万万万一一一
そそそのののよよようううななな事事事態態態ににになななるるるととと死死死亡亡亡事事事故故故ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人
身身身事事事故故故ににに発発発展展展すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

ROPSををを立立立てててたたた状状状態態態でででははは、、、左左左右右右両両両方方方のののリリリテテテーーーナナナボボボ
ルルルトトトアアアセセセンンンブブブリリリををを正正正しししくくく差差差ししし込込込んんんででで十十十分分分ににに締締締めめめ付付付
けけけ、、、ROPSををを確確確実実実ににに支支支えええるるるこここととと。。。
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警警警告告告
ROPS ののの折折折りりりたたたたたたみみみややや立立立ちちち上上上げげげ作作作業業業ににに当当当たたたっっっててて
ははは、、、固固固定定定部部部ととと可可可動動動部部部とととののの間間間ににに指指指なななどどどををを挟挟挟まままれれれるるる可可可
能能能性性性がががあああるるる。。。

固固固定定定部部部ととと可可可動動動部部部とととののの間間間ににに指指指なななどどどををを挟挟挟まままれれれななないいいよよよ
ううう、、、ROPSののの折折折りりりたたたたたたみみみややや立立立ちちち上上上げげげ作作作業業業ははは十十十分分分
注注注意意意しししててて行行行うううこここととと。。。

• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、
ナット、ねじ類が適切に締まっているかを確認して
ください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全のために
交換してください。

• シートベルトとその取り付け部が適切に機能してい
ることを確認してください。

• ROPSを立てて乗車している時はシートベルトを着
用し、ROPSを下げて乗車している時はシートベ
ルトをしないでください。

重重重要要要 ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーははは車車車両両両ととと一一一体体体ででで使使使用用用すすするるる安安安
全全全装装装置置置ででですすす。。。機機機械械械ををを運運運転転転すすするるるととときききははは、、、常常常ににに立立立てててたたた位位位置置置
にににロロロッッックククしししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな場場場合合合以以以外外外
にににはははROPSををを降降降ろろろさささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを
点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

本機には、電気系統にインタロックスイッチが組み込ま
れています。インタロックスイッチは、オペレータが座
席にいないのに走行ペダルが踏まれた場合にエンジン
を停止させます。走行ペダルがニュートラル位置にある
時にはオペレータが座席を離れてもエンジンは停止しま
せん。PTOレバーと走行ペダルを解除しておけばエン
ジンは回転を続けますが、運転席を離れる場合にはい
つでもエンジンを停止させる習慣をつけてください。

インタロックスイッチの点検手順を以下に示します

1. ゆっくりとした速度で、比較的広い、障害物の
ない場所に移動する。

2. カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止
させて、駐車ブレーキを掛ける。

3. 着席し、走行ペダルを踏み込む。

4. エンジンを始動させてみる。

注注注 クランキングしなければ正常。ク ランキングす
る場合はインタロックスイッチが故障しているの
で、運転前に修理する。

5. 着席し、エンジンを始動させる。

6. 運転席から立ち上がって、PTOスイッチをON
にする。

注注注 PTOが回転を開始し なければ正常。回転す
る場合はインタロックスイッチが故障しているの
で、運転前に修理する。

7. 着席し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動
させる。

8. 走行ペダルをニュートラル位置から前進または
後退に踏み込む。

注注注 エンジンが停止すれば正常です。停止しな
い場合はインタロックスイッチが故障しているの
で、運転前に修理する。

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 火災防止のため、カッティングユニット、マフラー、

エンジンの周囲に、草や木の葉、ホコリなどが溜
まらないようご注意ください。オイルや燃料がこぼ
れた場合はふき取ってください。

• カッティングユニットを上昇位置にして機械から離れ
る場合、ロック装置がある場合には、必ずユニッ
トをロックしてください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 格納保管中やトレーラで輸送中は、燃料バルブを
閉じておいてください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

• 各部品が良好な状態にあること、ボルトナット類、
特にブレード取り付け用のボルト類に問題がないか
常に点検してください。

• 読めなくなったステッカーは貼り替えてください。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
緊急時には、可変吐出油圧ポンプについているバイ
パスバルブを開き、油圧ホースをつないでチェックバ
ルブをバイパスすると、本機を牽引または押して移
動することができます。

重重重要要要 トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめににに、、、牽牽牽引引引まままたたたははは
押押押しししててて移移移動動動すすするるる時時時ののの速速速度度度ははは、、、3-4.8 km/h 未未未満満満とととししし、、、移移移
動動動距距距離離離ははは 400m未未未満満満とととしししてててくくくだだださささいいい。。。本本本機機機ををを押押押しししててて或或或いいい
ははは引引引いいいててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを
開開開くくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。さささらららににに、、、本本本機機機ををを押押押しししててて引引引いいいててて移移移動動動
さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず油油油圧圧圧ホホホーーースススををを使使使っっってててチチチェェェッッックククバババルルル
ブブブをををバババイイイパパパスススすすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。
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本機を押して引いて移動させる場合、前進・後進の両
方向に移動させる必要が出てくる場合が多いと考えら
れます。押しても引いても機器に損傷を与えることのな
いよう、前進・後進の両方向に移動できるように準備し
ておくこをとお奨めします。

後後後退退退方方方向向向ににに押押押しししててて引引引いいいててて移移移動動動さささせせせるるる
たたためめめののの準準準備備備

重重重要要要 機機機械械械ををを後後後ろろろににに押押押しししててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、最最最初初初
ににに4輪輪輪駆駆駆動動動マママニニニホホホルルルドドドのののチチチェェェッッックククバババルルルブブブをををバババイイイパパパスススさささせせせ
るるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

この作業のためには以下のパーツが必要となります

• Toro パーツ番号59-7410診断用フィッティング

• Toroパーツ番号354-79診断用フィッティングキャップ

• Toro パーツ番号95-8843油圧ホース

• Toroパーツ番号95-0985カップラ用フィッティング2個
• Toro パーツ番号340-77油圧フィッティング2個
1. 後部走行マニホルドのポート M8 と P2 との間に

あるマークなしのポートに故障診断用フィッティン
グを取り付ける図 61。

g033131

図図図 61

1. 後部走行マニホルド左前
輪の後ろ

2. マークなしのポート

2. 後部走行マニホルドに取り付けた故障診断用
フィッティングと後退走行油圧テストポートとを油
圧ホースでつなぐ図 62。

注注注 必要に応じて油圧フィッティングとカップラ用
フィッティングを使用してホースを取り付けてくださ
い。

g033132

図図図 62

1. 後退走行油圧テストポート 2. 油圧オイル戻りフィルタ

3. バイパスバルブを右または左に90°回転4分の
1回転 させるとバルブが開いて内部でバイパス
が形成される図 63。

注注注 オイルがバイパスされ、トランスミッションを
破損することなく機械を押して移動できるように
なります。

バルブを開けた状態と閉じた状態を覚えておいて
ください。

g009703

図図図 63

1. バイパスバルブ

4. マシンの手押し牽引移動が終了したら、油圧
ホースを取り外す。

5. 後退走行油圧テストポートに、元通りにキャッ
プを取り付ける。

6. マニホルドに取り付けた故障診断用フィッティング
にキャップを取り付ける。

7. エンジンを掛ける時にはバルブを元通りに90度¼
回転閉める。
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注注注 バルブの締め付けトルクが 7-11 N·m
0.7-1.1 kg.m = 5-8 ft-lbを超えないようにするこ
と。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動前前前進進進方方方向向向のののみみみののの
場場場合合合

機械を前進方向のみに移動させる場合には、バイパス
バルブを開くだけで移動できるようになります。

重重重要要要 機機機械械械ををを前前前進進進・・・後後後退退退ののの両両両方方方向向向みみみににに移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合
にににははは、、、 後後後退退退方方方向向向ににに押押押しししててて引引引いいいててて移移移動動動さささせせせるるるたたためめめののの準準準
備備備 (ペペペーーージジジ 41)ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. フードを開けて中央のシュラウドを外す。

2. バイパスバルブを右または左に90°回転¼分の
1回転 させるとバルブが開いて内部でバイパス
が形成される図 63。

注注注 オイルがバイパスされ、トランスミッションを
破損することなく機械を前進方向に押して移動
できるようになります。

バルブを開けた状態と閉じた状態を覚えておいて
ください。

3. エンジンを掛ける時にはバルブを元通りに90度¼
回転閉める。

注注注 バルブの締め付けトルクが 7-11 N·m
0.7-1.1 kg.m = 5-8 ft-lbを超えないようにするこ
と。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
• 機械をトレーラやトラックに積み込む際には、機体

と同じ幅のある歩み板を使用してください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププポポポイイインンントトト
ジャッキアップ箇所は以下の通りです

• 機体前部左右の駆動輪の内側のフレーム

• 機体後部アクスルの中央

ロロローーープププ掛掛掛けけけのののポポポイイインンントトト
ロープ掛けポイントは以下の通りです

• 機体前部左右の前ステップ

• 機体後部後バンパー

g200995

図図図 64

1. 車両前部のロープ掛けポ
イント

2. 機体後部のロープ掛けポ
イント

運運運転転転ののの特特特性性性
このマシンは油圧トランスミッションを搭載しており、他
の多くのターフ管理機器とは異なった運転特性を持って
いますので、実際に使用されるまえに十分に運転の練
習をしてください。運転トラクションユニットとカッティング
ユニットの操作に当たって理解しておくべきことは、トラ
ンスミッション、エンジン速度、カッティングユニットのブ
レードにかかる負荷、そしてブレーキの重要性です。

運転中は、エンジンが連続してほぼ一定のフル回転を
維持できるように、走行ペダルの踏み込み具合を調整し
てください。このコツは、走行ペダルの踏み込みに注意
することです。カッティングユニットへの負荷が大きくなっ
たら走行に掛かる負荷を下げてやることが大切です。
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負荷が大きくなりすぎた場合にはエンジンの回転速度
が下がってきますから、これに気がついたら走行ペダ
ルの踏み込みを少し浅くして後退側に軽く踏み込ん
でやると回転が回復してきます。これとは逆に、現場
から現場へ移動するような場合カッティングユニットを
上昇させていてカッティングユニットへの負荷がまった
くない場合には、スロットルを高速にして、走行ペダ
ルをゆっくり「いっぱいに」踏み込むことにより走行速
度」は最高となります。

もう一つのポイントはブレーキペダルの使い方です。マ
シンを旋回させる時にブレーキをうまく利用してくださ
い。ただし、芝生の上でのブレーキの使用には注意が
必要です。ターフが柔らかいとターフが引きちぎられる
恐れがあります。ブレーキは斜面での運転にも応用で
きます。例えば、斜面を横断中に山側の車輪がスリッ
プして地面に走行力を伝えられなくなる場合がありま
す。このような場合には、山側のブレーキをゆっくり、
スリップが止まる所まで踏み込んでやると、谷側の走
行力が増加し、安定した走行ができるようになります。

斜面の通行には最大の注意を払ってください。運転席
の固定ラッチが確実に掛かっていること、ROPSが立て
てロックした状態であるのを確認し、必ずシートベルトを
着用してください。また、転倒事故を防止するために、
速度の出しすぎや急旋回に十分注意してください。

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせるるる前前前
ににに5 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここ
うううすすするるるここことととににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンン停停停止止止前前前にににタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャ
ののの温温温度度度ををを下下下げげげるるるここことととがががででできききままますすす。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボ
チチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが発発発生生生すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

エンジンを停止させる前にすべてのコントロールを解除
し、スロットルを低速に戻してください。スロットルを低
速に移動することにより、エンジンの回転速度が下が
り、音も振動も静かになります。その後にキーをOFF
にしてエンジンを停止させてください。

ヒヒヒンンントトト

運運運転転転操操操作作作ににに慣慣慣れれれるるる
実際に芝刈りを始める前に、安全な場所で運転操作に
十分慣れておいてください。エンジンの始動と停止、
前進走行と後退走行、カッティングユニットの回転、
停止、昇降動作などを十分に練習してください。操作
に慣れてきたら、斜面の上り下りや速度を変えての運
転も練習しましょう。

警警警告告告シシシススステテテムムムにににつつついいいててて
作業中に警告灯が点灯したら、直ちに機械を停止し原
因を確認してください。異常を放置したまま作業を続け
ると本機に重大な損傷を招く可能性があります。

刈刈刈りりり込込込みみみ
エンジンを始動し、エンジン速度スイッチを 高速 位置
にセットする。刈り込み速度リミッタを刈り込み位置に

セットする。PTO スイッチを ON 位置にセットし、昇降
スイッチでカッティングユニットを下降させます前方の
カッティングユニットは、後方のカッティングユニットより
も早く降りてきます。走行ペダルを前進側に踏み込め
ば刈り込みが始まります。

移移移動動動走走走行行行モモモーーードドドでででののの運運運転転転

PTO スイッチを OFF にし、カッティングユニットを移動
走行位置まで上昇させます。刈り込み速度リミッタを
「移動走行」位置にセットします。狭い場所を通り抜
ける時、カッティングユニットをぶつけて損傷しないよう
十分注意してください。斜面の通行には最大の注意を
払ってください。また、転倒事故を防止するために、速
度の出しすぎや急旋回に十分注意してください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 200 時間
• 前側のプラネタリギアのオイルを交換する。
• 後アクスルのオイル交換を行う。
• 油圧フィルタを交換する

使用するごとまたは毎日

• 冷却系統を点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• インタロックスイッチの動作を点検してください。
• エンジンオイルの量を点検する。
• 水セパレータから水や異物を流し出す。
• エンジン部、オイルクーラ、ラジエターを清掃する。
• 油圧オイルの量を点検する。
• 油圧ライン油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部のゆるみ、磨耗、フィッティングの

ゆるみ、風雨や薬品による劣化などがないか十分に点検してください。

50運転時間ごと
• ベアリングとブッシュのグリスアップを行ってください。
• バッテリーの状態の点検

100運転時間ごと • オルタネータベルトの磨耗と張りの点検

200運転時間ごと • ホイールナットのトルク締めを行う。

250運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

400運転時間ごと

• エアクリーナの整備を行う。エアクリーナのインジケータが赤色になったらその時
点で整備を行う。ちりやほこりの非常に多い環境で使用しているときには頻繁な整
備が必要となる。

• 燃料ラインに劣化や破損、ゆるみが発生していないか点検する。
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• エンジンの燃料フィルタを交換する。
• プラネタリドライブ端部にガタがないか点検する。
• プラネタリギアオイル量を点検する （オイル漏れを発見した場合はすぐに点検する）。
• 油圧オイルの量を点検する。
• 後アクスルのギアボックスのオイルを点検する。

800運転時間ごと

• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• 前側のプラネタリギアのオイルを交換します。 （または1年に1回のうち早く到達した

方の時期）。
• 後アクスルのオイル交換を行う。
• 後輪のトーインの点検を行う。
• 油圧オイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換する

6000運転時間ごと
• DPF のすすフィルタを分解、清掃、再組み立てする。 またはエンジンの不具合表示

が SPN 3720 FMI 16、SPN 3720 FMI 0またはSPN 3720 FMI 16 の場合は、すすフィルタ
を清掃する。

長期保管前

• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• タイヤ空気圧を点検する。
• 全部のボルトナット類を点検する。
• グリス注入部やピボット部全部をグリスアップする。
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動
作を点検する。

ブレーキの動作を
確認する。

エンジンオイルと
燃料の量を点検
する。

冷却水の量を点
検する。

燃料・水セパレー
タの水抜きを行
う。

エアフィルタの整
備時期表示を確
認する。

ラジエター、オ
イルクーラ、スク
リーンの汚れ具合
を点検する。

エンジンからの異
常音がないか点
検する。1

運転操作時の異
常音

油圧オイルの量
を点検する。

油圧ホースの磨
耗損傷を点検す
る。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点
検する

計器類の動作

リールとベッドナ
イフの摺り合わせ

刈高の調整の点
検。

グリスアップ。2

塗装傷のタッチ
アップ

1. 始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。
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要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5

6

7

8

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備にににつつついいいてててののの詳詳詳細細細はははエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備にににはははカカカッッッテテティィィンンングググ
ユユユニニニッッットトトマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 配線図や油圧回路図はオンラインで入手可能ですwww.Toro.com。

定定定期期期整整整備備備ススステテテッッッカカカーーー

decal130-1651

図図図 65
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注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

保保保守守守作作作業業業開開開始始始前前前ののの安安安全全全確確確認認認
• 調整、清掃、修理、車両を離れる前に以下を行っ

てください

– 平らな場所に駐車する。

– スロットルスイッチを低速アイドル位置にセットす
る。

– カッティングユニットを停止させる。

– カッティングユニットを下降させる。

– 走行ペダルがニュートラルになっていることを
確認する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

– 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• 必要に応じ、ジャッキスタンドなどで機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

フフフーーードドドののの外外外しししかかかたたた
1. ラッチ図 66を外し、フードを開ける。

g200373

図図図 66

1. フードのラッチ2ヶ所

2. 後フードブラケットをフレームピンに固定している
コッターピンを抜き取り、フードを持ち上げて取り
外す。
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潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

定期的に、全部の潤滑個所にNo.2汎用リチウム系グリ
スを注入します。通常の使用では 50 運転時間ごとに
行いますが、機体を水洗いしたあとは整備間隔に関係
なく直ちにグリスアップしてください。

グリスアップ箇所は以下の通りです

• ブレーキシャフトのピボットベアリング5ヶ所図 67

g009704

図図図 67

• 後アクスルピボットのブッシュ2ヶ所図 68

g009705

図図図 68

• ステアリングシリンダのボールジョイント 2ヶ所図 69

g009706

図図図 69

1. キングピンの上部フィッティング

• タイロッドのボールジョイント 2ヶ所図 69
• キングピンのブッシュ2ヶ所図 69。但但但しししキキキンンングググピピピンンン

上上上部部部ははは1年年年ににに1回回回のののみみみポポポンンンプププ2回回回押押押 しししのののみみみとととすすするるる。。。

• 昇降アームのブッシュカッティングユニット 1 台に 1
ケ所図 70

g015159

図図図 70

• 昇降シリンダのブッシュカッティングユニット 1 台
に 2 ケ所図 70

• 昇降アームのピボットブッシュカッティングユニット 1
台に 1 ケ所図 71

48
 



• カッティングユニットのキャリアフレームカッティング
ユニット 1 台に 2 ケ所図 71

• 昇降アームのピボットカッティングユニット 1 台に 1
ケ所図 71

g015158

図図図 71

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めて

行ってください

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと—エアクリーナの整備を

行う。エアクリーナのインジケータが
赤色になったらその時点で整備を行
う。ちりやほこりの非常に多い環境
で使用しているときには頻繁な整備
が必要となる。

エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点検
してください。破損していれば交換してください。吸
気部全体について、リーク、破損、ホースのゆるみ
などを点検してください。

エアクリーナのフィルタの整備は、インジケータ図 72が
赤色になってから行ってください。早めに整備を行って
も意味がありません。むしろフィルタを外したときにエン
ジン内部に異物を入れてしまう危険が大きくなります。

g009709

図図図 72

1. 整備時期インジケータ

重重重要要要 本本本体体体とととカカカバババーーーががが正正正しししくくく、、、しししっっっかかかりりりととと密密密着着着しししててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. ラッチを引いて外し、カバーを左にひねってボ
ディーからはずす図 73。
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g011503

図図図 73

1. 整備時期インジケータ 3. カバー

2. ラッチ

3. ボディーからカバーを外す。

4. フィルタを外す前に、低圧のエア2.75 bar =
2.8 kg、異物を含まない乾燥した空気で、1次
フィルタとボディーとの間に溜まっている大きなゴ
ミを取り除く。高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異
物物物がががフフフィィィルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる
恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

このエア洗浄により、1次フィルタを外した時にほ
こりが舞い上がってエンジン部へ入り込むのを防
止することができる。

5. 1次フィルタ図 74を取り外して交換する。

エレメントを洗って再使用しないこと。洗浄によっ
てフィルタの濾紙を破損させる恐れがある。新し
いフィルタに傷がついていないかを点検する。特
にフィルタとボディーの密着部に注意する。破破破損損損
しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななないいい。。。

フィルタをボディー内部にしっかり取り付ける。エ
レメントの外側のリムをしっかり押さえて確実にボ
ディーに密着させる。フフフィィィルルルタタタののの真真真んんん中中中ののの柔柔柔らららかかか
いいい部部部分分分ををを持持持たたたななないいいこここととと。。。

g011504

図図図 74

1. 次フィルタ

重重重要要要 安安安全全全フフフィィィルルルタタタ図図図 75ははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは、、、主主主フフフィィィルルルタタタののの3回回回目目目ののの整整整備備備
時時時ににに新新新しししいいいももものののととと交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

g011505

図図図 75

1. 安全フィルタ

6. カバーについている異物逃がしポートを清掃す
る。

7. カバーについているゴム製のアウトレットバルブを
外し、内部を清掃して元通りに取り付ける。

8. アウトレットバルブが下向き後ろから見たとき、
時計の5時と7時の間になるようにカバーを取り
付ける。

9. インジケータ図 72が赤になっている場合はリセッ
トする。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて

オオオイイイルルルののの仕仕仕様様様

以下の条件を満たす、低灰分 low-ashの高品質エンジ
ンオイルを使用してください

• API 規格 CJ-4 またはそれ以上

• ACEA 規格 E6
• JASO 規格DH-2

重重重要要要 API CJ-4 以以以上上上、、、ACEA E6 まままたたたははは JASO DH-2
のののオオオイイイルルルををを使使使用用用しししななないいいととと DPF ががが詰詰詰まままっっってててエエエンンンジジジンンンををを破破破
損損損しししままますすす。。。

以下の粘度のエンジンオイルを使用してください

• 推奨オイルSAE 15W-40-18℃0°F)
• 他に使用可能なオイルSAE 10W-30 または 5W-30

全温度帯

Toro のプレミアムエンジンオイル15W-40 または
10W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。
油油油量量量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの FULL マママーーークククよよよりりり上上上にににあああ
るるる場場場合合合ははは、、、オオオイイイルルルががが燃燃燃料料料ででで薄薄薄めめめららられれれててていいいるるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすす。。。

油油油量量量がががFULL マママーーークククよよよりりり上上上にににあああるるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンオオオ
イイイルルルををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、その
日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えているうち
です。既にエンジンを始動してしまった場合には、一旦
エンジンを停止し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間
程度待ってください。油量がディップスティックのADD
マークにある場合は、FULLマークまで補給してくださ
い。オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの上上上限限限
マママーーークククととと下下下限限限マママーーークククののの間間間にににあああるるるよよようううににに管管管理理理しししてててくくくだだださささいいい。。。
多多多すすすぎぎぎてててももも少少少なななすすすぎぎぎてててもももエエエンンンジジジンンンににに悪悪悪影影影響響響ががが出出出ままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. フードのラッチを外し、フードを持ち上げる。

3. ディップスティックを抜き取り、付いているオイ
ルをウェスで拭き、もう一度一杯に差し込んで
抜きとる。

オイル量が安全レンジ内にあればよい図 76。

g020435

図図図 76

1. ディップスティック 2. 補給口キャップ

4. 不足している場合安全範囲よりも下は、補給管
についているキャップ図 76を取り、Full 位置ま
でオイルを補給する。

重重重要要要 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 種類の異なるオイルを使うときには、古いオ
イルを全部抜き取ってから新しいオイルを入れ
ること。

5. オイルキャップとディップスティックを取り付ける。

6. フードを降ろし、ラッチを掛ける。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量
5.7 リットルフィルタ含む

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 250運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. ドレンプラグ 図 77 を外してオイルを容器に受
ける。

g009713

図図図 77

1. ドレンプラグ

3. オイルが完全に抜けたらドレンプラグを取り付
ける。

4. オイルフィルタ図 78を外す。

g008807

図図図 78

1. オイルフィルタ
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5. 新しいフィルタのシールに薄くエンジンオイルを
塗って取り付ける。

注注注 フィルタを締めつけすぎないように注意して
ください。

6. クランクケースにオイルを入れる エンジンオイル
の量を点検する (ページ 51)を参照。

デデディィィーーーゼゼゼルルル酸酸酸化化化触触触媒媒媒DOCとととすすす
すすすフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 6000運転時間ごと またはエンジンの不具合

表示が SPN 3720 FMI 16、SPN 3720
FMI 0またはSPN 3720 FMI 16 の場合
は、すすフィルタを清掃する。

• インフォセンターにADVISORY 179 が表示された場合
は、DPF のディーゼル酸化触媒DOCとすすフィル
タの整備時期が近づいています。

g213865

図図図 79

• エンジンの不具合として CHECK ENGINE SPN 3251
FMI 0、CHECK ENGINE SPN 3720 FMI 0 またはCHECK
ENGINE SPN 3720 FMI 16がインフォセンターに表示さ
れる場合には図 80、各表示の指示に従ってすす
フィルタを清掃してください

g214715

g213864

g213863

図図図 80

1. DPF のディーゼル酸化触媒DOCとすすフィ
ルタの分解手順は、サービスマニュアル を
参照のこと。

2. DPF のディーゼル酸化触媒DOCとすすフィル
タの交換用パーツや整備については、サー

ビスマニュアルを参照するか、弊社ディスト
リビュータに問い合わせる。

3. きれいなDPFに交換した後には、弊社ディ
ストリビュータに依頼してエンジンのECUをリ
セットする。
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

燃燃燃料料料ややや燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火爆爆爆発発発
すすするるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、まままたたた、、、エエエンンンジジジンンンががが
停停停止止止しししててて冷冷冷えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料ははは
ふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃料料料タタタ
ンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら25 mm程程程度度度下下下まままでででとととすすするるる。。。
こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張しししたたたととときききににに
あああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

長期保管前

平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下させ、
駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させてキーを
抜き取る。

燃料系統が汚染された時や、マシンを長期にわたっ
て格納する場合はタンクを空にして内部を清掃してく
ださい。タンクの清掃にはきれいな燃料を使用してく
ださい。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下させ、
駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させてキーを
抜き取る。

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを調べ
てください。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—水セパレータか

ら水や異物を流し出す。

400運転時間ごと—燃料フィルタのキャニスタは
所定時期に交換してください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

3. キャニスタ下部のドレンプラグをゆるめて水や
異物を流し出す。

g007367

図図図 81

1. フィルタキャニスタ

4. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

5. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。

6. ガスケットに薄くオイルを塗る。

7. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ込
み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

8. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

エンジンの燃料フィルタは400運転時間ごとに交換
します。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 燃料フィルタのヘッドの周囲をきれいに拭く図 82。
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g021291

図図図 82

1. 燃料フィルタのヘッド 2. 燃料フィルタ

3. フィルタを外してフィルタヘッドの取り付け部をき
れいに拭く図 82。

4. フィルタのガスケットにきれいなエンジンオイルを
塗る詳細については車両付属のエンジンマニュ
アルを参照。

5. ドライフィルタキャニスタを、ガスケットが取り付
け部に当るまで手でねじ込み、そこからさらに
1/2回転締め付ける。

6. エンジンを始動し、燃料フィルタヘッドの周囲に漏
れがないか点検する。

燃燃燃料料料ろろろ過過過スススクククリリリーーーンンンののの清清清掃掃掃
平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下させ、
駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させてキーを
抜き取る。

燃料タンク内部にある燃料供給チューブには、燃料
系統に異物が入るのを防止するスクリーンがついて
います。必要に応じてこのチューブを取り外して清掃
してください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続

を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電ととと接接接続続続
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下

させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 運転席のコンソールパネルのラッチを外して持
ち上げる図 83。
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図図図 83

1. 運転席のコンソールパネル 2. ラッチ

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、触触触れれれるるるととと
火火火傷傷傷ををを起起起こここししし、、、飲飲飲んんんだだだ場場場合合合にににははは死死死亡亡亡すすするるる可可可
能能能性性性がががあああるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを
皮皮皮膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意
すすするるるこここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと
手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよ
ううう、、、必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくく
こここととと。。。

3. 充電器に接続し、充電電流を 3-4 A にセットす
る。

4. 3-4 Aで4-8時間充電する。

5. 充電が終わったらチャージャをコンセントから抜
き、バッテリー端子からはずす。

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

6. 赤いケーブルをバッテリーの端子に、 黒いケー
ブルはバッテリーの端子に固定する図 84

g016643

図図図 84

1. プラスケーブル 2. マイナスケーブル

7. キャップスクリュとナットでケーブルを固定する。

プラス端子が電極に十分にはまり込んでいるこ
と、ケーブルの配線に無理がないことを確認す
る。ケーブルとバッテリーカバーを接触させな
いこと。

8. ショート防止のために端子にゴムキャップをか
ぶせる。

9. 腐食防止のために両方の端子部にワセリンGrafo
112X: P/N 505-47またはグリスを薄く塗る。

10. プラス端子にゴムカバーを取り付ける。

11. コンソールパネルを閉じ、ラッチを掛ける。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触 れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。
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バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作業業業ををを
行行行ううう時時時にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーのののマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
ををを外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 50 運転時間ごとまたは1週間に1度、バッテリーを
点検してください。端子や周囲が汚れていると自然放電
しますので、バッテリーが汚れないようにしてください。

以下の要領でバッテリーを清掃してください

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 機体からバッテリーを取り外す。

3. 重曹と水でケース全体を洗う。

4. 真水でケースを仕上げ洗いする。

5. 腐食防止のために両方の端子部にワセリンGrafo
112X: P/N 505-47を薄く塗る。

ヒヒヒュュューーーズズズののの点点点検検検
ヒューズはオペレータコントロールパネルの下にあ
ります。

decal125-4605

図図図 85

平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下させ、
駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させてキーを
抜き取る。

ラッチを外し、オペレータコントロールパネル図 86を開
いてヒューズを露出させる図 87。

g200376

図図図 86

1. 運転席のコンソールパネル 2. ラッチ

g016642

図図図 87

1. ヒューズ
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

g225611

図図図 88

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

200運転時間ごと

平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下させ、
駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させてキーを
抜き取る。

警警警告告告
こここののの整整整備備備ををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら人人人身身身事事事故故故
にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始かかかららら1-4時時時間間間後後後ににに1回回回ととと8時時時間間間後後後にににもももううう1
回回回、、、前前前輪輪輪ととと後後後輪輪輪のののホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめををを
行行行うううこここととと トトトルルルククク値値値ははは 115-136 N·m12-14 kg.m =
85-100 ft-lb。。。そそそののの後後後ははは 200 運運運転転転時時時間間間 ごごごとととにににトトト
ルルルククク締締締めめめををを行行行ううう。。。

注注注 前輪のナットは 1/2-20 UNFです。後輪のナットは
M12 x 1.6-6H メートル系ナット

プププラララネネネタタタリリリドドドララライイイブブブ端端端部部部のののガガガタタタ
ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

プラネタリドライブとホイールとの間にガタがあっては
なりません ホイールを軸方向に押し引きしたときにホ
イールが動く場合はガタがあります。

1. 車両を平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、カッティングユニットを降下させ、エンジンを
停止し、キーを抜き取る。

2. 後ホイールに輪止めを掛け、機体前部を床から
浮かせ、前アクスルフレーム部をジャッキスタン
ドで支える。

危危危険険険
ジジジャャャッッッキキキににに載載載っっっててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定でででああありりり、、、
万万万一一一外外外れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負わわわせせせるるる
危危危険険険ががが大大大きききいいい。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた状状状態態態でででははは車車車両両両ををを始始始動動動
しししななないいいこここととと。。。

• 車車車両両両かかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずずスススイイイッッッチチチかかからららキキキーーー
ををを抜抜抜いいいててておおおくくく。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししててていいいるるる時時時にににはははヤヤヤイイイヤヤヤににに輪輪輪
止止止めめめををを掛掛掛けけけるるるこここととと。。。

• 機機機体体体をををジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドででで支支支えええるるる。。。

3. 左右の前駆動輪のうちの一つを持って抜き差し
方向に押し引きし、車輪が動かないことを確認
する。

g229453

図図図 89

1. 前駆動輪

4. もう1個のホイールにもステップ3の点検を行う。

5. どちらか一方でもホイールが動く場合は、代理
店に連絡してリビルドしてもらう

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと オイル漏れを発見した場

合はすぐに点検する。

ギギギアアアオオオイイイルルルののの種種種類類類高品質の SAE 85W-140 ギアオイル

1. 水平な床面で、補給プラグが時計の 12 時の位
置、点検プラグが 3時、ドレンプラグが 6時の位
置を指すように駐車する図 90。
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図図図 90

1. 補給プラグ12 時の位置

2. 点検プラグ3 時の位置

3. ドレンプラグ6 時の位置

2. 3 時の位置にある点検プラグを外す図 90。
オイルが点検穴の下ふちまであれば適正である。

g225606

図図図 91

1. 点検プラグの穴 2. 点検プラグ

3. オイル量が不足している場合には、12 時の位置
にある補給プラグを外し、所定レベルである 3 時
の位置の高さになるまでオイルを補給する。

4. 各プラグについている O リングに磨耗や破損が
ないか点検する。

注注注 必要に応じて O リングを交換してください。

5. 各プラグを取り付ける。

6. マシンの反対側のプラネタリギアアセンブリにも、
ステップ 1-5 の作業を行う。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと または1年に1回のうち早く到
達した方の時期。

ギギギアアアオオオイイイルルルののの種種種類類類高品質の SAE 85W-140 ギアオイル

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアとととブブブレレレーーーキキキハハハウウウジジジンンングググのののオオオイイイルルルののの量量量 0.65
リットル

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアドドドララライイイブブブかかからららのののオオオイイイルルル
抜抜抜ききき作作作業業業
1. 水平な床面で、補給プラグが時計の 12 時の位

置、点検プラグが 3時、ドレンプラグが 6時の位
置を指すように駐車する図 90 プラネタリギアオイ
ルの点検 (ページ 57)を参照。

2. 補給プラグがが時計の 12 時を指し、点検プラ
グ が 3 時の位置を指すようにマシンを駐車す
る図 92。

g225609

図図図 92

1. ドレンプラグの穴 3. 点検プラグ

2. 補給プラグ 4. ドレンプラグ

3. プラネタリハブの下にオイル回収容器を置き、6
時の位置にあるドレンプラグを外してオイルを抜
く図 92。

4. 補給用、点検用、ドレン用の各プラグについてい
る O リングに磨耗や破損がないか点検する。

注注注 必要に応じて O リングを交換してください。

5. プラネタリハウジングのドレン穴にプラグを取り付
ける図 92。

6. ブレーキハウジングの下に容器を置き、プラグを
外してオイルを抜く図 93。
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g225608

図図図 93

1. ドレン穴ブレーキハウジン
グ

2. ドレンプラグ

7. プラグについている O リングに磨耗や破損がない
か点検し、問題がなければ元通りに取り付ける。

注注注 必要に応じて O リングを交換してください。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアドドドララライイイブブブへへへのののオオオイイイルルルののの
補補補給給給
1. 補給プラグの穴から、高品質の SAE 85W-140

wt. ギア潤滑油 650 ml を、ゆっくりと入れる。

重重重要要要 650ml ががが入入入りりり終終終わわわるるる前前前ににに一一一杯杯杯ににになななっっってててししし
まままっっったたた場場場合合合ははは、、、1時時時間間間ほほほどどど待待待つつつかかか、、、一一一度度度プププラララグググ
をををはははめめめてててマママシシシンンンををを 3m ほほほどどど移移移動動動さささせせせるるるととと、、、ブブブレレレーーー
キキキシシシススステテテムムムにににオオオイイイルルルがががまままわわわっっっててて残残残りりり量量量ををを補補補給給給すすす
るるるここことととがががででできききるるるよよようううににになななりりりままますすす。。。そそそのののよよようううにににしししててて全全全
量量量ををを入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

g225610

図図図 94

1. 補給プラグの穴プラネタリ
ハウジング

2. 補給プラグ

2. 補給プラグと点検プラグを取り付ける。

3. プラネタリハウジングとブレーキハウジングをき
れいに拭く図 95。

g225607

図図図 95

4. マシンの反対側ののプラネタリアセンブリとブレー
キアセンブリにも、ステップ 1-7 プラネタリギアド
ライブからのオイル抜き作業 (ページ 58)とステッ
プ1-3の作業を行う。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

後アクスルには SAE 85W-140 ギアオイルを入れて出
荷しています。初めて使用する前および 400 運転時間
ごとにオイル量を点検してください。容量は2.4 リットル
です。オイル漏れの目視点検は毎日行ってください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. アクスルの一方の端部から点検用プラグ図 96を
抜き、穴の高さまでオイルがあることを確認す
る。量が不足している場合は、給油プラグ図
96をはずして補給する。

g009716

図図図 96

1. 点検プラグ 2. 補給プラグ
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後後後アアアクククスススルルルのののオオオイイイルルル交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. ドレンプラグ図 97左右端に個と中央に個、全部
で3個あるの周辺をきれいに拭く。

g009717

図図図 97

1. ドレンプラグ

3. オイルが抜けやすいように点検用プラグを抜く。

4. 各ドレンプラグからオイルを抜き、容器で回収
する。

5. プラグを取り付ける。

6. 点検用プラグを外し、そこから 85W-140 ギアオ
イルをおよそ 2.37 リットル入れる。穴の下側の縁
までオイルが入ればよい。

7. 点検プラグを取り付ける。

後後後アアアクククスススルルルのののギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオ
イイイルルルををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

ギアボックスには SAE 85W-140 ギアオイルを入れて出
荷しています。初めて使用する前および 400 運転時間
ごとにオイル量を点検してください。容量は0.5 リットル
です。オイル漏れの目視点検は毎日行ってください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. ギアボックスの左側から点検・補給用プラグ図
98を抜き、穴の高さまで潤滑油があることを確
認する。油量が足りなければ穴の下部まで補
給する。

g011488

図図図 98

1. ギアボックス 2. 点検・補給プラグ

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調
整整整
走行ペダルが踏みこまれていないときはマシンが停
止していなければなりません。動きだすようでしたら
調整が必要です。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止し、速度コ
ントロールをローレンジにセットし、カッティング
ユニットを床面に降下させる。

2. 右側のブレーキペダルのみを踏み込んで駐車ブ
レーキを掛ける。

3. 機体の左側前部をジャッキアップして前輪を床か
ら浮かす。落下事故防止のために、ジャッキス
タンドや支持ブロックなどを使って機体をサポー
トする。

4. エンジンを始動し、アイドル速度で回転させる。

5. ポンプのロッドの端部についているジャムナット
を調整する前進回転をなくすにはポンプのコント
ロールチューブを前へ動かし、後退回転をなくし
たい場合には、後ろへ動かす図 99。

g009987

図図図 99

1. ポンプのロッドのジャムナッ
ト

2. ポンプコントロールチューブ
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6. 車輪が回転しないようになったら、ジャムナットを
締めて調整を固定する。

7. エンジンを止め、右側のブレーキを解放する。

8. ジャッキスタンドをはずし、機体を床に下ろす。

9. 試験運転で調整を確認する。

後後後輪輪輪のののトトトーーーイイインンンののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間距
離を測るアクスルの高さ位置で計測。

注注注 前での測定値が、後ろでの測定値より 3 mm
小さければ合格とする図 100。

g009169

図図図 100

1. トラクションユニットの前部 3. 中心線から中心線までの
距離

2. タイヤの後ろでの測定より
も 3 mm 小さい

3. 調整は、両側のタイロッドのボールジョイントから
コッターピンとナットを外して行う図 101。

g009718

図図図 101

1. タイロッドクランプ 2. タイロッドのボールジョイント

4. アクスルケースサポートからタイロッドのボール
ジョイントを外す。

5. タイロッド両側のクランプをゆるめる図 101。
6. 外したボールジョイントを内側または外側に1回

転させる。

7. ロッドの連結されていない側のクランプを締める。

8. タイロッドアセンブリ全体を同じ方向内まわりまた
は外まわりに1回転させる。

9. ロッドの連結されている側のクランプを締める。

10. アクスルケースサポートのボールジョイント を取
り付け、指締めする。

11. トーインを測定する。

12. 必要に応じてこの操作を繰り返す。

13. 調整ができたらナットを締め、新しいコッターピン
で固定する。
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと最最最悪悪悪ののの場場場合合合死死死亡亡亡すすするるる冷冷冷却却却液液液ははは

子子子供供供やややペペペッッットトトががが触触触れれれななないいい場場場所所所ににに保保保管管管すすするるるこここととと。。。

• 高温高圧の冷却液を浴びたり、高温のラジエター
部分に触れたりすると大火傷をする恐れがある。

– エンジン停止後、少なくとも15分間程度待って、
エンジンが冷えてからキャップを開けること。

– キャップを開けるときはウェスなどを使い、高温
の水蒸気を逃がしながらゆっくりと開けること。

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却シシシススステテテムムムののの整整整
備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジン部、オイルクーラ、ラジエターは毎日清掃し
てください。汚れが激しければより頻繁な清掃が必
要です。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 後部スクリーンのラッチを外してスクリーンを開
く図 102。

g200377

図図図 102

1. 後スクリーンのラッチ

3. スクリーンを丁寧に清掃する。

注注注 蝶番のピンを抜くとスクリーンを外すことが
できます。

4. オイルクーラとラジエターの両方の裏表図 103を
圧縮空気で丁寧に清掃する。前側から清掃を始

め、車体後方に向けてごみを吹き飛ばす。その
後、今度は後ろ側から前側に向かって吹きつけ
て清掃する。この作業を数回繰り返してごみやほ
こりを十分に落とす。

g020509

図図図 103

1. オイルクーラ/ラジエター

重重重要要要 オオオイイイルルルクククーーーラララ/ラララジジジエエエタタターーー部部部ををを水水水ででで清清清掃掃掃すすするるる
ととと、、、さささびびびががが発発発生生生しししたたたりりり、、、各各各部部部ののの破破破損損損ががが早早早くくく進進進むむむ
恐恐恐れれれがががああありりり、、、ほほほこここりりりががが固固固くくくこここびびびりりりつつつくくくのののででで避避避けけけててて
くくくだだださささいいい。。。

5. 後部スクリーンを閉じてラッチを掛ける。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ブレーキペダルの遊びが 13 mm以上となったり、ブレー
キの効きが悪いと感じられるようになったら、調整を行っ
てください。遊びとは、ブレーキペダルを踏み込んでか
ら抵抗を感じるまでのペダルの行きしろを言います。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 左右のペダルが独立に動けるように、ブレーキペ
ダルのロックピンを外す。

3. 行きしろを小さくするにはブレーキを締める

A. ブレーキケーブル図 104の端にある前ナッ ト
をゆるめる。

g009721

図図図 104

1. ブレーキケーブル

B. 後ナットを締めてケーブルを後方に移動させ
てブレーキペダルの遊びが 0-13 mm なる
ようにする。

注注注 ペダルを踏んでいない時にブレーキに
テンションがかかっていないことを確認して
ください。

C. 調整ができたら前ナットを締める。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

オアウタネータのベルト図 105は100運転時間ごとに点
検します。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. プーリとプーリとの中間部を 45 N約4.5 kg の力
で押した時に、10 mm 程度のたわみがあれば
適正です。

3. たわみが10 mmでない場合には、オルタネータ
取り付けボルトをゆるめる図 105。

g008932

図図図 105

1. オルタネータ 2. 取り付けボルト

4. オルタネータベルトの張りを調整し、ボルトを締
め付ける。

5. ベルトのたわみが適切に調整されたことを確認
する。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 油油油圧圧圧装装装置置置ををを作作作動動動さささせせせるるる前前前ににに、、、全全全部部部のののララライイインンンコココネネネクククタタタ

ががが適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるこここととと、、、おおおよよよびびびララライイインンンやややホホホーーー
スススののの状状状態態態ががが良良良好好好ででであああるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油ががが
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを近近近づづづけけけ
ななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを確確確実実実
ににに解解解放放放すすするるる。。。

• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに専専専
門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけてててくくくだだださささいいい。。。万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害
ににに経経経験験験のののあああるるる施施施設設設ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受
けけけるるる必必必要要要がががあああるるる。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

油圧オイルタンクに約 28.4 リットルの高品質油圧オイ
ルを満たして出荷しています。初めての運転の前に必
ず油量を確認し、その後は毎日点検してください。

交換用の推奨油圧オイルは オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toro プププ
レレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルです19 リットル缶または 208 リッ
トル缶。パーツカタログまたは代理店でパーツ番号
をご確認ください。

他に使用可能なオイルトロのオイルが入手できない場
合は、以下に挙げる特性、条件および産業規格をす
べて満たす通常の石油系オイルを使用することができ
ます。オイルの性能や規格がマシンに適合しているか
どうかについては専門業者にご相談ください。

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス/低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液, ISO VG
46マママルルルチチチグググレレレーーードドド

物性
粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44-50

cSt @ 100°C 7.9-9.1
粘性インデックス ASTM
D2270

140 またはそれ以上粘性イ
ンデックスが高いものはマ
ルチウェイトオイルです)

流動点 ASTM D97 -37°C–45°C
FZG, フェールステージ 11 以上

水分含有量新しい液 500 ppm 最大

産業規格
Vickers I-286-S, Vickers M-2950-S, Denison HF-0,
Vickers 35 VQ 25 (Eaton ATS373-C)

車両用に製造されている適切な油圧オイル産業プラント
用の油圧オイルではありません。マルチウェイトタイプ
の ZnDTP または ZDDP アンチウェア磨耗防止剤入り
の製品アッシュレスではありませんを使用してください。

重重重要要要 ISO VG 46 マママルルルチチチグググレレレーーードドドオオオイイイルルルははは、、、広広広いいい温温温度度度
範範範囲囲囲ででで優優優れれれたたた性性性能能能ををを発発発揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが高高高
いいい18℃℃℃-49℃℃℃ 熱熱熱帯帯帯地地地方方方でででははは、、、ISO VG 68 オオオイイイルルルのののほほほ
うううががが適適適切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル—Mobil EAL EnviroSyn
46H

重重重要要要 Mobil EAL EnviroSyn 46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここののの製製製
品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイルルルででですすす。。。こここ
のののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用しししててていいいるるるエエエラララススストトト
マママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用
ががが可可可能能能ででですすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物系系系油油油
圧圧圧オオオイイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、通通通常常常のののオオオイイイルルルかかかららら切切切
りりり替替替えええるるる際際際にににははは、、、生生生分分分解解解性性性能能能ををを最最最大大大限限限ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたた
めめめににに、、、油油油圧圧圧系系系統統統内内内部部部ををを洗洗洗浄浄浄すすするるるここことととををを強強強くくくおおお奨奨奨めめめしししままま
すすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19 リリリッッッ
トトトルルル缶缶缶まままたたたははは208リリリッッットトトルルル缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

重重重要要要 多多多くくくののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルはははほほほとととんんんどどど無無無色色色透透透明明明でででああありりり、、、そそそ
のののたたためめめオオオイイイルルル洩洩洩れれれののの発発発見見見ががが遅遅遅れれれがががちちちででですすす。。。油油油圧圧圧オオオイイイルルル
用用用ののの着着着色色色剤剤剤20 ml瓶瓶瓶をををおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくととと便便便利利利ででですすす。。。1瓶瓶瓶
ででで 15-22 リリリッッットトトルルルのののオオオイイイルルルににに使使使用用用ででできききままますすす。。。パパパーーーツツツ番番番号号号
ははは P/N 44-2500。。。ごごご注注注文文文はははトトトロロロ社社社ののの代代代理理理店店店へへへ。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを下降
させ、エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに拭き、
キ ャップ図 106を外す。

g200375

図図図 106

1. 油圧オイルタンクのキャップ

3. 給油口からキャップを取る。
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4. 補給口の首からディップスティックを抜き、ウ ェス
できれいに拭う。

5. もう一度首に差し込んで引き抜き、オイルの量
を点検する。

2本のマークの間にあれば適正である。

6. 油量が少なければ上マークまで補給する。

7. ディップスティックとキャップを取り付ける。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

通常は 800 運転時間ごとにオイルを交換します。オイ
ルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体を洗浄
する必要がありますので、Toro 代理店にご連絡くださ
い。汚染されたオイルは乳液状になったり黒ずんだ色
になったりします。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. フードを上げる。

3. 油圧オイルタンクの底部からケースリターンライン
を外し、流れ出すオイルを大型の容器に受ける。

4. オイルが全部流れ出たらラインを元通りに接続
する。

5. 油圧オイルタンクに約 28.4 リットルの油圧オイ
ルを入れる 油圧オイルの量を点検する (ページ
64)を参照。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムム
ををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

6. タンクにキャップを取り付ける。

7. エンジンを始動し、全部の油圧装置を操作して
内部にオイルを行き渡らせる。

8. また、オイル漏れがないか点検して、エンジン
を停止する。

9. 油量を点検し、足りなければディップスティックの
FULLマークまで補給する。

注注注 タンクに入れすぎないように注意してください。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

油圧オイルのフィルタ2個は、最初の 200 運転時間で
交換します。通常の使用条件では、その後 800 運転
時間ごとにフィルタを交換します。

フィルタはToro純正品を使用してください カッティングユ
ニット用後 P/N 94-2621、チャージ用前 P/N 75-1310

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保
証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

3. フィルタ図 107と図 108の取り付け部周辺をきれ
いにふき、下に廃油受けを用意し、フィルタを
外す。

4. 新しいフィルタのガスケットに薄くオイルを塗布し
中にオイルを入れる。

g009723

図図図 107

1. 油圧フィルタ
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g200374

図図図 108

1. 油圧フィルタ

5. 取り付け部が汚れていないのを確認する。

6. ガスケットがフィルタヘッドに当たるまで手で回し
て取り付け、そこから更に½回転増し締めする。

7. エンジンを始動して 2 分間運転し、システム内
のエアをパージする。

8. エンジンを停止させ、オイル漏れがないか点検
する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下させ、
駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させてキーを
抜き取る。

油圧ライン油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
による劣化などがないか毎日点検してください。異常を
発見したら必ず運転を行う前に修理してください。

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに傷傷傷
ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててていいいるるる
かかかををを確確確認認認すすするるる。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油
ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを確確確
実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに
専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけてててくくくだだださささいいい。。。
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの保保保守守守

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの安安安全全全確確確
保保保
磨耗の進んだリールや破損した下刃が、回転中にちぎ
れて飛び出す場合があり、これが起こるとオペレータ
や周囲の人間に多大の危険を及ぼし、最悪の場合に
は死亡事故となります。

• カッティングユニットが磨耗や破損していないか定期
的に点検してください。

• カッティングユニットを点検する時には安全に十分注
意してください。刃をウェスでくるむか、安全手袋を
はめ、十分に注意して取り扱ってください。リールと
下刃は研磨または交換のみ行い、たたいて修復し
たり溶接したりしないでください。

• 複数のカッティングユニットを持つ機械では、つの
リールを回転させると他も回転する場合があるので
十分に注意してください。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののバババッッッククク
ラララッッップププ

警警警告告告
バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等ををを
近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• エエエンンンジジジンンンががが動動動いいいててていいいるるる間間間ははは、、、止止止まままっっったたたリリリーーールルルををを
絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足ででで回回回そそそうううとととしししななないいいこここととと。。。

注注注 バックラップの時は、前ユニット、後ユニットがそ
れぞれ共に回転します。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せ、PTOスイッチを OFFにする。

2. ラッチを外してフードを開ける。

3. 各カッティングユニットのリールと下刃をバックラッ
プ用に設定するカッティングユニットのオペレー
ターズマニュアルを参照。

4. バックラップレバーで、前のカッティングユニット
又は後ろのカッティングユニット、あるいは両方を
選択する図 109。

5. エンジンを始動し、アイドル回転にセットする。

危危危険険険
バババッッックククラララッッップププ中中中にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを変変変えええるるるとととリリリーーー
ルルルががが停停停止止止すすするるるここことととがががあああるるる。。。

• バババッッックククラララッッップププ中中中ははは絶絶絶対対対にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを
変変変えええななないいいこここととと。。。

• バババッッックククラララッッップププははは、、、必必必ずずずエエエンンンジジジンンンアアアイイイドドドリリリンンン
グググ速速速度度度ででで行行行ううう。。。

危危危険険険
回回回転転転中中中のののカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトににに触触触れれれるるるととと非非非常常常
ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトかかかららら十十十分分分離離離れれれてててかかかららら次次次
ののの手手手順順順ににに進進進むむむこここととと。。。

6. 刈り込み速度リミッタを「刈り込み」位置にセット
し、PTO スイッチを ON にする。

7. 上昇スイッチを押すと、バックラップが開始され
る。

8. 長い柄のブラシを使ってラッピングコンパウンドを
塗布しながらラッピングを続ける。

注注注 短い柄のブラシは使用しないこと。

g015076

図図図 109

1. 前側バックラップレバー 2. 後側バックラップレバー

9. リールの回転が止まってしまったり、回転が一定
しない場合には、スロットル速度を少し上げて
安定させる。

10. バックラップ中にカッティングユニットに調整を行う
場合には、まず昇降スイッチの後部を押してリー
ルの回転を止め、PTOスイッチをOFF位置にセッ
トし、エンジンを停止させてから調整作業に取り
掛かる。調整が終ったら5-9を行う。
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11. バックラップするユニット全部に上記手順を行う。

12. 終了したら、バックラップレバーを刈り込み位置に
戻し、フードを下ろし、カッティングユニットについ
ているラッピングコンパウンドをていねいに洗い
落とす。必要に応じてリールとベッドナイフの刃
合わせを行う。リール回転速度コントロールを、
希望の速度位置にセットする。

重重重要要要 バババッッックククラララッッップププスススイイイッッッチチチををを OFF位位位置置置ににに戻戻戻さささななないいい
ととと、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの上上上昇昇昇なななどどどののの操操操作作作をををすすす
るるるここことととがががででできききままませせせんんん。。。

注注注 さらに詳しい説明が、Toro リール/ロータリー
モアのための研磨マニュアルForm No. 80-300
SLに掲載されています。

注注注 バックラップが終わったら、ベッドナイフの前端
に軽くヤスリ掛けを行うとさらに切れ味が向上し
ます。これによりベッドナイフ前端に形成された
バリを取り除きます。このとき刃先を削らないよ
うに注意してください。

保保保管管管

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの整整整備備備
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下

させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. トラクションユニット、カッティングユニット、エンジ
ンをていねいに洗浄する。

3. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 27)を参照。

4. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

5. グリス注入部やピボット部全部をグリスアップす
る。余分のグリスやオイルはふき取る。

6. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。金属部の変形を修理する。

7. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う

A. バッテリー端子からケーブルを外す。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重
曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに
24時間かけてゆっくりと充電する。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグをはめ

る。

2. オイルフィルタを外して捨てる。新しいオイルフィ
ルタを取り付ける。

3. エンジンに推奨モーターオイルを入れる。

4. エンジンを始動し約 2 分間回転させる。

5. エンジンを停止する。

6. 新しいきれいな燃料を使って燃料タンクを洗浄
する。

7. 燃料関係のフィッティングを確実に締め付ける。

8. エアクリーナをきれいに清掃する。

9. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
テープでふさぐ。

10. 冷却水エチレングリコール不凍液と水との 50/50
混合液の量を点検し、凍結を考慮して必要に
応じて補給する。
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欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

トロはあなたの個人情報を保護します
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報を訂正したい場合などのアクセス方法
ご自身の個人情報を確認・訂正されたい場合には、legal@toro.com へ電子メールをお送りください。

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。
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トトトロロロののの品品品質質質保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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